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本レポートは、令和2年度岐阜県移住促進団
体活動推進事業委託の「福祉×移住による地
域課題の解決につなげるネットワーク事業
2020」の活動をまとめたものです。 

岐阜県では、人口減少社会においても地域が
活力を保ち続けるため、「清流の国ぎふ創生総
合戦略」において、令和元年度から5年間で
7,000人の移住者を呼び込むことを目標のひ
とつとし、移住定住対策の取り組みが進んで
います。 

そもそも、このプロジェクトは「福祉人材確保
と移住施策はどうしてバラバラなのか」とい
う問いを出発点にスタートしました。 

人口減少が進む昨今では、人材不足が課題と
なる業界や、働き手不足に悩む地域が少なく
ありません。一方で、在宅勤務やリモートワー
クなどの働き方の多様化により、UターンやI
ターンといった新しい働き方の需要が高まっ
ています。しかし、福祉と移住は互いの業界を
知る機会が限られており、両者のあいだには
大きな溝があるのが現状です。 

移住定住をさらに進めていくために、これま
で各地域で取り組まれてきた事例の課題と解
決策などを共有し、他地域へ波及させていく
ことが必要です。 

そこで、地域のくらしと共にある「福祉」とい
う分野が、移住者を呼び込む有効なプラット
フォームになるのではないか。移住者と地域
のあいだをつなぐ「関係の網の目」になれるの
ではないか。そうしたおもいから「福祉×〇〇
×移住」のプロジェクトは生まれました。

こうした課題を受け、2018年度と2019年度
には「岐阜で暮らし働きたくなる福祉のシゴ
トの魅力発信事業」を実施しました。福祉の中
には介護以外にも農業や製造業など多様な雇
用機会の可能性があることや、岐阜県外での
移住の取り組みを紹介。福祉と移住の親和性
や、「福祉×移住」という可能性を県内外に伝
えるうちに、単なる事例の理解にとどまらな
い、新たなプロジェクトや実践につながる
ワークショップの必要性が高まってきました。 

「福祉×〇〇×移住」プロジェクトについて

人材確保と移住政策とのあいだを福祉がつなぐ

プロジェクトの背景
地域の未来を「福祉×〇〇×移住」で構想するために1



4

そこでこのプロジェクトでは、「福祉×移住」
モデルをご自身の仕事や地域にいかしてもら
いたい、というねらいから、参加者を含めた
「福祉×○○（参加者）×移住」という、参加型・
対話型のワークショップ（ガイダンス含め計
5回）を企画・実施しました。 

実践やこれからにつなげるためにも「参加・対
話」を重視し、各回のワークショップ後半には
チャットでの感想や質疑応答の対話の場を設
け、「福祉×○○（参加者）×移住」の可能性をゲ
ストも一緒になって考えるダイアログ仕立て
で構成しています。地域や業界を超えた関係
づくりのために、ワークショップは全てオン
ラインで開催しました。 

岐阜県を中心に、東京や千葉、和歌山や沖縄な
どから、福祉や移住、医療、金融、NPO支援など、

多様なバックグラウンドを持った約25名が
集い、最終的に７名の方から「福祉×○○×移
住」の未来の物語が誕生。さらに、お互いの物
語を共有して重ね合わせることで、具体的な
プロジェクトのパートナー関係がうまれた場
面もありました。 

このレポートでは、ガイダンスを含め計5回
のワークショップの記録とともに、参加者の
チャットや対話の一部も記録をしています。
単なる報告書にとどまらず、レポートを手に
取られているみなさんが、少しでも「福祉×○
○×移住」プロジェクトの可能性を感じてい
ただけたら幸いです。よろしければ、こうした
プロジェクトに関心のある身近な方にもご紹
介くださいませ。 

「福祉×○○×移住」プロジェクトにご興味やご質問などありましたら、お気軽にご連絡ください。 

社会福祉法人いぶき福祉会 
北川雄史 

TEL：058-233-7445 
E-mail：yuji.kitagawa@ibuki-komado.com 

このレポートを手に取られたみなさんから、
新しい「関係の網の目」や「未来の物語」がうまれることを願っております。

参加型・対話型ワークショップで未来の物語を書きあげる
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https://ibuki-komado.com/


きっかけは、地域の暮らしに携わる「福祉の現場」から
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ガイダンス　2020年9月30日（水） 
「福祉×〇〇×移住」の可能性とは 

・当プロジェクトの趣旨と「移住×○○×福祉」の可能性を考える。 
・ゲストの柴原さんの地域づくりの話を踏まえて、福祉や移住を通
  じた地域での課題解決の可能性を検討する。 

概  要

2020年9月30日（水）19:30-21:00　※（Zoomによる）オンライン開催 

柴原孝治（岐阜県白川村　一般社団法人 ホワイエ代表） 

平田直大（沖縄県　一般社団法人しまのわ代表） 

北川雄史（岐阜県　社会福祉法人いぶき福祉会専務理事） 

森田直広（沖縄県　波と風と合同会社代表） 

29名

日　時

ゲスト

進　行

スピーカー

参加者

ねらい

北川雄史さん（以下、北川）： 

みなさん、お集まりいただきありがとうござ
います。Zoom越しでお集まりの顔ぶれをみ
て、これから面白いことが始まるなと期待が
高まっています。まずは今回の「移住×福祉」
のプロジェクトを考えるようになったきっ
かけの話におつきあいいただければと思い
ます。 
私は岐阜市のいぶき福祉会（以下、いぶき）で
障害者福祉に携わっています。いぶきでは

「いのち」や「暮らし」をキーワードに、約150
名の障害のある人と一緒に過ごしており、就
労継続支援や生活介護、デイサービスなどを
通じて、生き生きと暮らしていける地域社会
の実現を目指しています。
活動を続けている中で、2017年のある日に、
ふと「なぜ福祉の人材確保と移住施策がバラ
バラなんだろう」と疑問が浮かびました。福
祉の仕事は介護だけでなく、マネジメントや

ガイダンスの冒頭では、プロジェクト発起者の北川さんから、プロジェクトの
背景について主に福祉の視点から紹介。続いて沖縄で移住や地域おこしに携わ
る森田さんと、「福祉×移住」という観点でのダイアログをおこないました。
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柴原 平田 北川 森田

デザインもあれば、農業やパン屋など様々で、
多くの雇用機会がある。ならば県外から人材
が集まれば、それは「移住」といっていいので
はないかと。  



私は沖縄の離島コミュニティの中で、社会福
祉士や看護師の移住・定住のサポートに、地域
の方々と取り組んできました。 
少し話を戻しますが、農業やものづくりの事
業は、どうして福祉で実現できているので
しょう？お茶をつくること自体、そもそもか
なり難しいことだと思います。

人と出会うところにモノは生まれます。障害
のある方にできることは何か。その場でこう
したことができないか。農業もパン屋もこう
した出発点から生まれました。 
もちろん、福祉の中で事業成立させることで、
つぶれないようにする工夫もあります。「農業
で食っていけるかわからない」といった心配
がいらない点で、福祉はまず安定しています。

出会った方々の暮らしをかたちにするのが福
祉。これが基盤となっているから、例えば「農
業なら自分のからだでこういうことができ
る」といった個々の可能性を広げていけるの
ですね。移住という視点で、いぶきでは県外か
ら移住した方で活躍されているケースはある
のでしょうか？

実は、僕も含めていぶきの職員の約半分は県
外から来ており、管理職の4名も全員県外出
身です。いぶきのメンバー自体が地域完結し
ていないことが、全国のネットワークを感じ
ながら働く文化を創っているのかもしれませ
ん。   

福祉は、地域のくらしと人々のつながりのプ
ラットフォームであり、テーブルクロスのよ
うなイメージを持っています。例えば「農業
をやりたい人」にとって、一人で新しく農業
を始めるというやり方もありますが、すでに
ある福祉の中で農業を一緒にやれば、活躍の
場もあるのではと考えました。 
そこで、2018年度と2019年度に「岐阜で暮
らし働きたくなる福祉のシゴトの魅力発信
事業」を実施し、ワークショップを通じて、福
祉の仕事の多様なあり方や福祉と移住の親
和性について、福祉以外の人に知ってもらう
ための場づくりに取り組みました。 
この活動をしていく中で、ただ学ぶだけでな
く、具体的なプロジェクト案の作成と実践ま
で含めたワークショップの仕立てが必要と
考え、今回のプログラムを考えました。
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みなさん、お集まりいただきありがとうござ
います。Zoom越しでお集まりの顔ぶれをみ
て、これから面白いことが始まるなと期待が
高まっています。まずは今回の「移住×福祉」
のプロジェクトを考えるようになったきっ
かけの話におつきあいいただければと思い
ます。 
私は岐阜市のいぶき福祉会（以下、いぶき）で
障害者福祉に携わっています。いぶきでは

「いのち」や「暮らし」をキーワードに、約150
名の障害のある人と一緒に過ごしており、就
労継続支援や生活介護、デイサービスなどを
通じて、生き生きと暮らしていける地域社会
の実現を目指しています。
活動を続けている中で、2017年のある日に、
ふと「なぜ福祉の人材確保と移住施策がバラ
バラなんだろう」と疑問が浮かびました。福
祉の仕事は介護だけでなく、マネジメントや

平田直大さん（以下、平田）： 
森田直広さん（以下、森田）： 

既存の縦割りな見方を取り払い、「福祉」と
「移住」を一緒にできないか。 
ここがスタートだったのですね。 

北川： 

北川： 

北川： 
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地域で出会った人々の暮らし
をかたちにするのが福祉

森田： 
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デザインもあれば、農業やパン屋など様々で、
多くの雇用機会がある。ならば県外から人材
が集まれば、それは「移住」といっていいので
はないかと。  



私は４人家族で７年前に白川村へ移住しま
した。以来、地域おこし協力隊や、アオイロ・
カフェの経営、県の移住・定住コンシェル
ジュ、地域と行政間の中間支援を担う一般社
団法人ホワイエの代表などをやっています。

柴原さんも共感くださると思うのですが、
時 「々北川だから『福祉×移住』のような今ま
でにないことができるんや」と言われること
があります。でも、そんなはずはないですよ
ね。柴原さんのキャラクターだからできる部
分とそうでない部分などはあったりします
か？

個人としてというより、移住者だからできる
ことをやっている、という感じですね。
白川村は人口が約1,600人で高校から外へ
出ていったきり20代が帰ってこないという
課題を抱えています。そうした問題を解決す
るために、例えば、地域に面白い学びの場を
増やしたいという思いから、魅力ある生き方
や働き方を考える方に多様な対話の場を提
供するソーシャル大学「白川郷ヒト大学」を
設立したり、事業者と学生のインターンの
マッチングなどを行っています。
私自身が移住者だからこそできる、「関係人
口」を増やす取り組みがあるのではと考えて
います。

学生との取り組みが特に多いようですが、そ
の理由は？

白川村という地域に閉じないため、という点
が大きいです。
移住者とはいえ、もう７年経つうちに「よそ
者」から「村民」へ移っていきます。それだけ
関係が深まったといえるのですが、一方で
「よそ者だったからこそ言えたのに」という
ことも出てきました。
それに対して、学生は何色にも染まっていな
いから素直に思ったことが言える。私が直接
言うよりも、学生に記事にしてもらったり
語ってもらった方が地域に伝わることもあ
ります。

自分だけではなく、若者も仲間に入れて一緒
に語るということですね。インターンそのも
のが移住促進となっているかと思いますが、
移住者が白川村を選ぶ理由はあるのでしょ
うか？

大事にしている考えは「地域が面白そうだと
思ってくれる」こと。学生はすぐに「移住者」
となることはあまりないのですが、ここでの
経験が種となって、戻りたくなる地域になっ
ていく。一朝一夕では変わりませんが、そう
した実感がありますね

森田： 

森田： 

移住者という「外」からの視点
だからこそ動けることがある

若者を仲間に、地域の可能性を
広げていく

柴原孝治さん（以下、柴原）：

つづいては県外から岐阜県白川村へ移住し、現在、地域おこし協力隊やまちづく
り事業、カフェ経営などを続ける柴原氏が登場。移住者としての「地域×移住」の
取り組みについてお話いただき、福祉と移住との関係まで対話がひろがりました。

ガイダンス
「福祉×〇〇×移住」の可能性とは 
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北川： 

柴原：

柴原：

柴原：

2



つづいて、移住と福祉とをつなげて考えてみ
たいと思います。柴原さんからみた福祉の可
能性はありますか？

「福祉×移住」というより「福祉＝移住」、つま
り福祉が移住の可能性そのものなのでは、と
いう印象を持ちました。
事前の打ち合わせでは、「移住は実体がなく、
福祉は具体的」という印象でしたが、北川さ
んが「福祉×デザイン・パン屋・農業」という事
業をやられているという話がありました。こ
の「福祉」の部分を「移住」に変えてもきっと
通じます。
デザインのできる人がいれば村で働けるし、
パン屋の技術があれば地域でお店もできる。
それはマネジメントでも農業でも同じ。
 先ほど「暮らすを形にするのが福祉」とあり
ましたが、移住サポートも「暮らすを形にす
ること」。いずれにしても、もはや福祉は僕の
概念を超えていて、移住と同義だというとこ
ろまできました。

移住者が「この村でデザインの仕事を生かせ
ないか」と考えたときに、「福祉の場面でもデ
ザインのスキルを生かせます！」という可能
性があることを知ってもらいたい、 という
のがこのプロジェクトのスタートでもあり
ました。
今は岐阜の人として語っていますが、よくよ
く考えてみると私は京都出身で、実は岐阜県
への「移住者」なわけです。

福祉にはもちろん業界・業種としての意味合
いもあります。ただ、別の側面として福祉には
人と地域の接着剤・受け皿の役割もある。この
点は、移住とまったく一緒だと見ています。
「福祉＝介護」と狭くとらえられてしまうこと
もありますが、実は「安定している」「知らない
うちに地域に入っていける」「いい人だと思わ
れやすい（笑）」など、いいことだらけだという
ことを強調したいですね。

沖縄では移住サポートをしていると、移住者
が地域に入るハードルがどうしても高くな
るため、福祉が地域の入り口になれるのでは
と思います。いぶきさんのように、「福祉×移
住」で考えることが既存の社会福祉法人の可
能性を広げることになるのでは？

業種ではなく「役割」としての福祉に可能性を
感じます。
「役割」として福祉の業界にいるから地域に入
りやすくなり、あいだもつながりやすくなり、
結果として地域にも還元できる。いぶきの取
り組みが持続可能なまちづくりにもつな
がっているように思います。

いぶきでは茶畑を地域からお借りして使わ
せてもらっているんですが、地域側からする
と、こちらの世話をしているようで、実はその
おかげで地域が恩恵を受けている。
この微妙な心理が、地域と移住者のハードル
をこえていく図式なのだと思います。その中
で自然と「おはよう」「お互いさま」「ありがと
う」「おかげさま」というコミュニケーション
が増えて、おおらかさが地域に生まれ、ますま
す暮らしやすくなっていくわけですね。

「福祉×移住」というより
むしろ「福祉＝移住」!?

ガイダンス
「福祉×〇〇×移住」の可能性とは 

平田： 

柴原：

北川：

既存の業界・業種の枠を超えた
「地域密着の役割」としての福祉
北川： 

北川： 

柴原：

森田：

2
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学び合える関係が移住と福祉には多そうです。 
今まで可能性を見てきましたが、一方で移住がなかなかうま
くいかない地域もありますよね。 

現状では、地域と移住者のあいだをつなぐ覚悟のあるキー
パーソンの有無が大きいように思います。全国で移住が成功
している地域を見てみても、例えば地元での行政職の任期後
にそうした役割を担う、といったケースも多いようです。

福祉に当てはめるといかがでしょう？

福祉は本来どこにもある仕事ですが、イメージが地域の色よ
りも「介護」「長時間労働」といったイメージが先行して地域
と切り離されがちです。 最近もある看護師の方と話をした
のですが、福祉の中に看護師のニーズがあることや、短時間
でも働けることをご存知ではありませんでした。こうした既
存のイメージを超えた見方で、仕事の魅力を感じられる人を
増やしたいと考えています。 例えば、柴原さんのような移住
の方と僕のような福祉の人が連携したり、窓口が輻輳化しな
がら重なっていくことが大切になりそうです。

北川さんはこれまで岐阜に呼んだ方は「転職者」であって、お
そらく「移住者」にカウントされていないですよね。地域に
よって移住者の定義やカウント方法が違うので、もはや、移
住という切り口だけでは移住の全体像が見えにくくなって
いるのかもしれません。「福祉を通じて移住者が増えていま
す」ということを明らかにするだけでも、福祉と移住の可能
性がますます広がりそうです。

新型コロナウイルスの状況などもあり、移住者というより
「担い手」を増やしたいという思いがあります。色々な人の安
心安全を考えたときに、エッセンシャル・ワーカーとして担
い手をどう確保するか。そのためにできることはしておきた
いなと考えています。

ガイダンス
「福祉×〇〇×移住」の可能性とは 
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移住者よりも、地域と人のあいだをつなぐ
「担い手」を

柴原：

平田：

柴原：

平田：

北川：

北川：

星野 晃一郎さん
（東京・ダンクソフト）

地域に深く関係していこうとする場合、真

正面から行くとよそ者としてぶつかる方

が多いけれど、「移住×福祉」の観点で地域

の人と同じ困りごとで同じ未来へ視点が

向けられるのはとても大事だなと気づき

ました。子育て、介護を話した方が、BCP

（事業継続計画）などよりは伝わりやすい

ですね。

金丸 泰子さん
（東京・作業療法士）

柴原

「自分は移住先でこうしたい」とうだけで

はなかなか地域との関係はつくれません

が、すでにたくさんのタッチポイントが

ある福祉を通じて暮らしを共にすれば、

地域の受け入れられ方が違いますよね。

業界の外へ意識をむけている福祉法人は

多くない印象があります。

外へ開く必要を感じていなかったりする

のでしょうか？

北川

福祉にとって「移住」というと距離を感じ

るかもしれませんが、「人材不足」という

視点で重ねると、移住が「担い手不足」の

解決の糸口になるかもしれません。従来

型の業界の枠組みではなく、「福祉×移

住」というあいだをつなぐ見方によって

新たな可能性が生まれそうです。

CHAT!

2



ガイダンスのクロージングに、北川さんがこれからの
ワークショップの方向性を共有しました。 

ガイダンス
「福祉×〇〇×移住」の可能性とは 
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2

勉強ではなく実践を、事業計画より物語を

これまで２年間の福祉と移住の事業をやってきてわかった
のは、一人で勉強するだけでは何も変わらないということ。
そこで、既存の現実の枠組みを一旦はずし、新しいつながり
をつくり、未来のことを自由に語り合いたい。そのときに重
要になるのが「物語」です。 
物語を書くことで解放され、自由に語ることができます。書
いたことが実現することも少なくありません。もし書いてい
ることが隣の人と共通するところがあれば「一緒にやれば解
決出来そう」という可能性も生まれます。描いた物語のいく
つかから、新しい関係が生まれ、具体的なプロジェクトに
なっていければいいなと願っています。 
ところで、今日はZoomの背景を惑星のような図にしました。 

これはいぶきの「Happy Happy Partnership Map」という図
で、一見するといぶきでやっている事業や商品が目立ちます
が、私たちがやりたいのは、その下の地にあたる「人とのつな
がりの網の目」をどうつくっていくかということ。 
その網の目がうまれたことでポッと花が咲くと、それが例え
ばお酒になったりパン屋になったり農業になっていく。多様
な方々がかかわることで網の目がきめ細かくなり、全国各地
でこのような花が咲いていって欲しい。 
このプロジェクトでも、お集まりのみなさんとそのような輪
を広げていきたいと思います。

北川：
福祉と移住にすごく親和性があること

に気づきました。福祉についても、移住

についても、全ての地域の人が「自分に

つながっていくこと、ジブンゴト」と捉

えてもらうことが大事だと思います。

地域の人に「自分事だ」と思ってもらう

ために心がけていることなどあれば教

えていただきたいです。

白川村の人も、人口が減るので移住が必

要という課題意識はみんな持っている

けれど、実際に行動までできる方は限ら

れています。そういうとき、私は説得す

る代わりに、行動してその景色を共有す

ることを心がけています。「流行らない」

といわれたカフェ経営もオープンした

ら「こういうことか」と理解してもらえ

たり、実際に学生が来ることで初めて

「自分も応援したい」という行動に変化

していきました。 人の行動を変えよう

とするのはおこがましいこと。相手の視

点をこれからの未来にずらすようなイ

メージで活動しています。 

森 俊介さん
（岐阜・金融）

柴原



2020年10月12日（月）19:30-21:00　※（Zoomによる）オンライン開催 

伊東将志（三重県尾鷲市　夢古道おわせ支配人）

平田直大（沖縄県　一般社団法人しまのわ代表） 

北川雄史（岐阜県　社会福祉法人いぶき福祉会専務理事） 

森田直広（沖縄県　波と風と合同会社代表） 

25名

すから。 
そのほか、お母さんたちにむけた起業や事業
展開の支援も行っています。 

地元の方と共に地元に根付いた活動をされ
ているのですね。

今では６つ目の起業チームが動き出してい
ます。テレビでも放送され、若い子も増えて
いますが、平均年齢70代のお母さんがバリ
バリ活躍しています。

伊東

11

第１回　2020年10月12日（月）
「福祉×〇〇×移住」のエッセンスを探る3

福祉というテーブルクロスで色々
な人が結びつくパーティーを

地元のお母さんたちが
活躍できる場を

・ゲストの伊東氏の実践されている田舎に人が集まる仕掛けの
  お話を通じて「移住×○○」の可能性を考える。
・北川さん、森田さんとのクロストークで「×福祉」の可能性を深堀りする。

概  要

日　時

ゲスト

進　行

スピーカー

参加者

ねらい

北川： 

伊東将志さん（以下、伊東）：

これまで「福祉×移住」をテーマのプロジェク
トをやっていく中で「どうして福祉の人が移
住をやるの？」という声がありました。簡単
に申し上げると「同じ地域のことなのに、な
ぜ福祉と移住がバラバラなのか」という問い
がスタートでした。
地域でくらす一人ひとりがもっと幸せにな
る取り組みをする。その意味で福祉も移住も
同じ。それならば、福祉も移住もよそから人
が来たりする受け皿になるのではと思い始
めした。
ですから、これを福祉のプロジェクトという
よりも、もっと色々な人が色々な役割を描け
るようにしたいですね。福祉というテーブル
クロスをかけることで、色んな人が結びつく

パーティーをできればという思いでご一緒
いただければと思います。はじめに、プロジェクト発起者の北川さんか

ら、改めてプロジェクトの紹介がありました。

続いて、夢古道おわせ支配人の伊東さん
が登場。生粋の尾鷲っ子という伊東さん
は、高校卒業後、ほとんどの友人が尾鷲
を離れることを知り、尾鷲に残ることを
決めたといいます。山林が９割をこえ、
ロケーションも決して便利ではない中
での、地域活性化の取り組みや可能性を
伺いました。 

高校卒業後、尾鷲の商工会議所に就職をした
のち、2007年から夢古道おわせの運営と経
営を続けています。ここには地元のお母さん
がランチバイキング形式で地元の料理を提
供しており、過去に農林水産大臣賞も受賞し
ました。尾鷲の人がずっと食べてきたものを
料理してきたのは、尾鷲のお母さんたちで

http://yumekodo.jp/


すから。 
そのほか、お母さんたちにむけた起業や事業
展開の支援も行っています。 

地元の方と共に地元に根付いた活動をされ
ているのですね。

今では６つ目の起業チームが動き出してい
ます。テレビでも放送され、若い子も増えて
いますが、平均年齢70代のお母さんがバリ
バリ活躍しています。

高校卒業後、尾鷲の商工会議所に就職をした
のち、2007年から夢古道おわせの運営と経
営を続けています。ここには地元のお母さん
がランチバイキング形式で地元の料理を提
供しており、過去に農林水産大臣賞も受賞し
ました。尾鷲の人がずっと食べてきたものを
料理してきたのは、尾鷲のお母さんたちで

この企画の背景には、インターンので参加し
た大学生の活躍があります。 
2012年に新規事業長期実践型インターシッ
プ事業をしたのですが、そこでわかったのは、
素敵な企画を考えて募集をすれば、場所や年
齢を問わず素敵な人が集まる、ということ。
2014年には地域おこし協力隊中間支援事業
も始めました。  

また、尾鷲の課題のひとつに、ヒノキの間伐
材の活用がありました。世界遺産の熊野古道
の森からのヒノキですが、細い木は販売もで
きず困っていました。 
そこで、売れないヒノキを９センチに伐採し
たものにありがとうのメッセージを添えて
お風呂に浮かべる「100のありがとう風呂企
画」を考えました。 
もともとは夢古道の湯で始めましたが、これ
まで全国の500もの温浴施設が企画に賛同
してくださっています。 
お風呂に浮かぶヒノキとありがとうのメッ
セージとともに、尾鷲の森を守っている人の
誇りを伝えられていたら嬉しいです。

そもそもどのようなきっかけがありました
か？

間伐によって水害が起こらない豊かな森を
守りたいというのが出発点ですが、そのこと
は前面に出さずに何かできないかと考えま
した。 
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売れない間伐材が「ありがとう」
をつなぐ全国企画に

人材不足に悩む地域と働く理
由に悩む人を結ぶ

平田： 

北川： 

伊東： 

伊東： 
伊東： 

森田： 

伊東： 

地域の外の人が活躍できる場を共につくっ
ていくイメージでしょうか？

はい。近年、学生に限らず「何のために働くの
か？」という疑問を抱く大人も増えています。
新型コロナウイルスの流行になってますま
すその傾向がありますよね。 
そのため、「地域から求められて働きたい」と
いう人が増えているように思います。 
最近では「夢古道的兼業のススメ」として新
しい働き方の試みも始めています。 
例えば、ゴールデンウィークの時期は、お店
からすると人手が欲しい。一方で尾鷲に関心
のある人の中には、そこで働いてみたいとい
う方がいます。そこをつなぐ。好きな町に旅
して働いて、そのお金でますますその旅を楽
しめる。 色々な問題も楽しく改善していく。
本当に変えようというところをあえて前面
に出さず、別の切り口で差し出すことが大切
だと考えています。 

他の人が仲間に入れる余白を
平田： 

ここからは「移住」と「福祉」を重ねて深堀り
する時間にしていきたいと思います。 
北川さんはいかがでしょうか？

第１回
「福祉×〇〇×移住」のエッセンスを探る 3



平田： 

「課題解決」はあちこちでいわれていますが、だいたい悲壮感
が伴っています。 伊東さんのところでそうならないのは、
きっと課題や問題に対して、新しい価値や新しい文化の可能
性をみているからではないかと思いました。
 

これまで尾鷲のために模索していく中で、成功事例をたくさ
んつくることよりも「何かに向かって挑む姿勢」をみせる方
が、仲間がたくさん集まることが分かってきました。 
あとは「余白」ですね。物語の脚本は書くけれど、演じるのは
自分ではなくていい。

先ほどのスライド資料にもダウン症のメンバーがいらっ
しゃいましたが、伊藤さんは、障害者にとって「僕らでも担え
る」「僕らが入ることでかえってこういうこともできる」とい
う可能性を描いているように思います。 

話を聞くほど、地域と福祉がひとつなぎになっていています
ね。 そして「余白」があるからいろんな仲間が集まってくる。

ですから、時には私のやっていることに1ミリも興味もない
人にヒアリングもします。こうして言葉はとにかく時間をか
けてつくっています。深く考えて生まれた言葉には、にじみ
出て伝わるものがあると信じています。 

地域創生や地域活性を掲げるだけでは伝わらない。 
地域の誰もが活動に興味を示したり賛同してくれるとも限
らない。 伊東さんの言葉からは、興味がないような人との対
話まで徹底したからこそ伝わる想いがあるのでしょうね。

「コロナ禍で何か新しいことを試みているのですが、一度始
めるとそれを2、3、4…と伸ばし続けられることを求められま
す。伊東さんは最後まで何をしていくかというビジョンはあ
るのでしょうか？」と質問が届きました。いかがでしょうか。
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北川： 

平田： 

北川： 

伊東： 

伊東： 

森田： 

第１回
「福祉×〇〇×移住」のエッセンスを探る 3

実家のお寺に年々人が寄らなくなってき

て、地域の憩いの場として、なんとかせな

あかんなと思っています。伊東さんの伝え

る言葉は、時間かけて考えるとか、上っ面

じゃなくて本質にせまっていく。

関係なさそうな人にまでヒアリングして

いく姿勢に刺激をうけました。   

魯 慈忍さん
（岐阜・障害者支援）

私は、伊東さんがベンチャーのように新しい

ものを生み出すのとは対照的に、サラリーマ

ンチックな仕事はしていますが、共感したの

は「仲間」でした。 一緒に共感する仲間が集

まってハッピーな状態が感じられればいい

んじゃないのかと、私も感じています。

纐纈 正浩さん
（岐阜・障害者支援）

伊東

いい物語には、仲間がいて喜怒哀楽が入っ

ていないとダメだと思うんです。 

挫折や失敗も、叶わない夢もあったがそれ

を上回る喜びがある、といったように。 

なぜなら、そこに仲間と共に乗り越えたり

立ち向かったりする姿があるからです。 

だから成功例ばかり並べたものを、薄っぺ

らく感じるのかもしれません。

伊東

今でいうコミュニティづくりはもともと

「寺」や「寺子屋」がやってきたこと。 

ですから、「そもそもコミュニティづくりは

自分がやってきた」という感覚でやって

いっていただければと思います。

CHAT!

福祉と移住の共通点を「おでん」に見立てると



伊東さんには、これまでに別の場でもお話を
してもらっていますが、集まる人やテーマ設
定によって、また違った広がり方があると感
じました。みなさんとの対話で深まっていく
プロセスが興味深かったです。 
「福祉×〇〇×移住」という観点や物語の観点
でも包括いただいたいい時間だなと感じま
した。

なぜ物語が必要なのか。なぜ物語は人をひき
つけるのか。物語には構造があります。 
その辺りを体系的に理解いただいた上で、3・
４回目で物語を書き、さらに他の物語を読ん
だり対話をする。そうすることで、自分が物
語を書いているけれど、他の人と共に物語が
動いていくような、そんな経験をしていく時
間にしてもらいたいと思います。 

北川さんのお話にあった「福祉のテーブルクロ
ス」のイメージにも通じるものがありますね。 

ほぼないです。むしろ思うようにならないこ
とを前提に考えています。 伊東将志の物語
があるのなら、それは常に書き換えられ、更
新され続ける物語だと考えています。

そもそも障害があることはダメなことなん
だと思われがちです。でも、世の中みんなが
新型コロナに向き合うことになってはじめ
て、生きづらさは、障害があるとかないとか
いうことではないのかもしれない…と、気づ
き始めたんじゃないかと。

これまでの話を伺っていて、福祉と移住の共
通点は「おでん」だと思いました。どちらも
個々の素材が際立っていて、みんなが浸って
いる出汁を各々の具材が吸収して、さらに自
分の味をおいしくしている。 
そうした個とコミュニティの関係の可能性
を、福祉や移住にみた気がします。

ロールキャベツ（移住者）のような新しい具
材が入ってきた後、ロールキャベツからも実
はいい出汁がでていて、古参の大根（地元の
人）をおいしくしている。 そういう移住のプ
ロセスがおでんにも近いのではないかと。

「出汁」が大事ということですね。どんな具材
のよさをも引き出せる出汁のような。
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北川： 

北川： 平田： 

平田： 

伊東： 

伊東： 

森田： 

森田： 

第１回
「福祉×〇〇×移住」のエッセンスを探る 3

なぜ物語が必要なのか

ガイダンスのクロージングに、北川さんと
平田さんが今後のワークショップと物語
について話しました。



もともとご案内していたのは「物語」ですが、
その前に、まずはみなさんの「世界の見方」に
ついて一緒に考えていきたいと思います。と
いうのも、どのように世界をとらえていくか
をまず考える方が、みなさんの物語をより豊
かにできると思うからです。 
そこで今回は、新しい「世界の見方」を知って
いただいた上で、物語がどういう構造なのか
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第２回　2020年10月28日（水）
「福祉×〇〇×移住」実現のために：「物語」で未来を構想する4

より豊かな物語のために、世界の
見方を考える

・未来を構想するために、なぜ「福祉×〇〇×移住」に物語が必要なのか、
  物語とはどういうものかを改めて考える。 
・その前段階として、物語を充実させるための「第３カーブ・ビジネス」
  といった世界の見方や、「本来のマーケティング」、あいだの知の担い
  手「インターミディエイター」 などに触れる。ダイアログを通じて、
  ご自身の仕事などと重ね合わせながら理解を深めていく。 

概  要

2020年10月28日（水）19:30-21:00　※（Zoomによる）オンライン開催 

平田直大（沖縄県　一般社団法人しまのわ代表） 

北川雄史（岐阜県　社会福祉法人いぶき福祉会専務理事） 

森田直広（沖縄県　波と風と合同会社代表） 

18名

日　時

進　行

スピーカー

参加者

ねらい

平田： 

これまで２回にわたりゲストをお招きし、
福祉と移住の共通点や「福祉×〇〇×移住」
の可能性を考えてきました。ここに物語が
どう関係してくるのかに参加者の関心が
動きはじめてきた今回は、平田さんによる
レクチャーから始まります。

この後、実際のワークショップでは、「ビジ
ネス・パラダイムの転換」「第３カーブ（開
かれた対話と創造の場）」「本来のマーケ
ティング」「あいだの知の担い手“インター
ミディエイター”」などについての話があ
りました。
一方的に物を造って売る「第１カーブ」で
はなく、生活者のニーズを感じ取って対応
する「第２カーブ」へ、さらにこれからは、
多様なプレイヤーが「開かれた対話と創造
の場」によって、網の目のように関係を生
みだす「第３カーブ」へとパラダイムが転
換していく。こうした多種多様な人との結
びつきのあいだに立つのが「インターミ
ディエイター」であり、「物語」がますます
求められていくということです。 
（こうした「世界の見方」について、ご関心
のある方はお問い合わせください）

を最後に触れます。次回以降、実際に物語を
書いていくプロセスにいきます。



ここで金丸さんのお仕事で３つのビジネス・
パラダイムを整理すると、「あなたの課題は
これです」と指定するのは第１カーブ的。「あ
なたの課題はなんですか？」からスタートす
るのは第２カーブ的。 
第３カーブでは、それぞれが持ち出すことで
生まれる「関係の網の目」によって解決され
ていく。 医療などでは、不自由さが課題かも
しれないけれど、本来は支援する側にも色々
な課題があるはず。それらを共に解決してい
くような「開かれた対話と創造の場」が第３
カーブ的であると思います。

生協は最初から第３カーブでした。その意味
で最先端を行っている意識はあります。 
ただ、生活者の声を聴いて商品の取り扱いを
増やすという意味では、第２カーブ的な面も
あるように思います。

福祉がやってあげる、やってもらうという関
係ではないのは、私が強調していることです
が、もともと第３カーブの考え方にずっとあ
りながら、実際にはなかなか具現化していな
い印象です。

実践されている方のコメントはやはり重く
分厚いですね。 ３つのビジネス・パラダイム
のイメージが広がったようで嬉しく思いま
す。

この３つのカーブは重なり共存しています
から、第３カーブ型でプロジェクトを行って
いても、簡単に第２カーブに転落もするし、
第１カーブ的なことも頻繁に起こっていま
す。だからこそ、このビジネス・パラダイムに
意識的であり続けることが大切になります。 

続いて、身のまわりにある第１カーブ、第
２カーブ、第３カーブの事象について、
シェアしました。

福祉は、多様な人が集まる地域をフィールド
にしています。こうした網の目の中に私たち
が本当にやりたいことがあるように思いま
す。その点で第３カーブと親和性が高いです
ね。

現在、海ぶどうの養殖をやっていますが、
「造って売る」という第１カーブの観点では、
すでに養殖業者は飽和状態です。そこで海ぶ
どうをどう売るかではなく、例えば海ぶどう
の売上を使って併設されているビーチで海
の体験をしたり、キャンプをする、といった
「+α」を提供していこうと考えています。 

自分の商品だけでなく、多様なアクターが参
加できるよう、第３カーブ的にビジネスをつ
くっていきたいというイメージですね。

作業療法士というリハビリテーション職に
おりますが、現在は第２カーブ的というか、
障害のある人の症状を感じ取って、リハビリ
テーションを提供しています。 
今友人と考えているのは、こちらが与えるだ
けでなく、その人のやる気を促して主体的に
動ける、ビオトープのような場を考えていま
す。

ビオトープは多様性の象徴ですし、網の目状
の第３カーブのようです。
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３つのビジネス・パラダイムで仕
事や身の回りの事象をとらえ直す
北川： 

北川： 

北川： 

平田： 

平田： 

堀部智子さん（岐阜・生活協同組合。以下、堀部）： 

牛丸基樹さん（愛知・福祉。以下、牛丸）：

森田： 

平田： 

金丸泰子さん（東京。以下、金丸）： 

第２回
「福祉×〇〇×移住」実現のために：「物語」で未来を構想する 4



それぞれグループごとのダイアログはいか
がでしたか？

私は長い間、建設業で第２カーブ的な営業職
をやっていました。その当時、時代の寵児の
ように売上をあげた人がいましたが、その人
は地主だけでなく町の人とも完全に打ち解
けていて、今日の見方で言えば、当時から第
３カーブのビジネス・パラダイムで活動して
いたのだなと気づきました。 

ご一緒したおふたりのパワーに圧倒されっ
ぱなしでしたが、みなさんが、自身でやって
いたことを振り返るだけではなく、次にどう
するかを話されていて素晴らしいなと。 
こうしたメンバーと日々を過ごしていくこ
とが「開かれた対話と創造の場」なのだなと
思いました。

実際に頑張られている話を聞くと勉強にな
るし、楽しいですね。 
最後に辻本隆太さん（岐阜）が取り組まれて
いる庭づくりで、近所の方との関係づくりに
悩まれているお話などは勉強になりました。 

みなさんすでに実践しているなと。印象に
残ったのが、いぶき福祉会でデザインをされ
ている山本友美さんのお話でした。 
障害の度合いは様々という中で支援員はで
きることを丁寧に拾い上げて見つけている
とのこと。これは第２カーブ的ですが、地域
に出向くことで、地域や利用者から「こう
やってほしい」「こうしたい」といったアイ
ディアが出てきて、対話や相互作用がうまれ
ているという話は、第３カーブ的だと感じま
した。 

ありがとうございました。このダイアログが、
まさに「開かれた対話と創造の場」だったと
思います。みなさんにはその実践をしていた
だきました。新しい発見やこれまで気づかな
かったこともあったのではないかと思いま
す。

ここからはいよいよグループワーク。ご自
身のプロジェクトや事業と第３カーブ
（「開かれた対話と創造の場」）を重ね合わ
せると、どのようなイメージが湧くのか？
ブレイクアウトルーム（メンバーを任意の
小部屋に割り当てる、Zoom上の機能）に
分かれてグループ・ダイアログを経て、最
後にグループごとに発表をしました。 
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第３カーブを通じてプロジェクト
のこれからを考える

移住も福祉も新しい物語をつくっ
ていくこと

平田： 

森 俊介さん（岐阜・金融。以下、森）： 

平田： 

平田： 

纐纈 正浩さん（岐阜・障害者支援。以下、纐纈）： 

牛丸： 

金丸： 

第２回
「福祉×〇〇×移住」実現のために：「物語」で未来を構想する 4

実際のワークショップでは、この後「物語」
の概要と、物語に共通する「３つの構造」に
ついて話がありました。

これまでのワークショップで、ゲストと北川
さんや森田さんとの対話によって、福祉と移
住の新しい関係が見えてきたように、新しい
出会いが新たな物語を生み出します。 
新しい人が移住をしたり、福祉に仲間が加わ
るというのは、それ自体が新しい物語をつ
くっていくことに他なりません。 
とするならば、物語によって新しい場や「関係
の結び目」を生み出すことができるというこ
と。 

今回は物語の入り口の話までとなりましたが、
次回、いよいよ本格的に物語をつくっていた
だきます。



ブレイクアウトルームでは、直接お会いした
ことがない方ばかりなのに、対話をした時に
既に近しい印象がありました。いい方々が集
まっていて、これから生まれる物語が楽しみ
です。 
こうしたことって、だれとやるのかが大切だ
なって思っています。 
自分の物語を書くって、気恥ずかしい部分も
ありますよね。ですから、ちょっと恥ずかし
いことも言えそうだな、と思える方と一緒に
物語を書けることは、想像以上にありがたい
ことだなと。
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森田： 

すでに3回のワークショプが終了となります
が、同じ話を積み重ねているからこそ出せる
言葉があると思っています。 
ここで、みなさんのような多様な方々とのそ
うした関係が少しずつに育まれていくこと
が魅力的で、やってよかったなと思っていま
す。 
平田さんの進行や対話も心地よく、このワー
クショップのあり方自体に、第３カーブ的な
可能性を感じています。  
また次回、みなさんとご一緒できるのを楽し
みにしています。 

北川： 

第２回
「福祉×〇〇×移住」実現のために：「物語」で未来を構想する 4

これまでのワークショップで、ゲストと北川
さんや森田さんとの対話によって、福祉と移
住の新しい関係が見えてきたように、新しい
出会いが新たな物語を生み出します。 
新しい人が移住をしたり、福祉に仲間が加わ
るというのは、それ自体が新しい物語をつ
くっていくことに他なりません。 
とするならば、物語によって新しい場や「関係
の結び目」を生み出すことができるというこ
と。 

今回は物語の入り口の話までとなりましたが、
次回、いよいよ本格的に物語をつくっていた
だきます。



し、異質の世界へと「越境」します。そして、不
足の充足のために「試練」を乗り越え、不足を
満たすための「秘法習得」をし、従来の世界へ
と「帰還」。最後には不足も解消されて「再生・
再創造」へ至ります。 ここまでのポイントを
おさえると、少なからず物語が書けそうな気
持ちになってきたのではないでしょうか。

少し整理します。物語には、３層の構造（出
発、試練、帰還）と３つの側面（越境、秘法習
得、再生・再創造）があります。
まず、なにかしらの不足を抱えた物語の主人
公は、その解消のために従来の世界を「出発」

今日はまず30～40分ほど物語についてお話
をします。どうぞリラックスして聞いてくだ
さい。 その後に、みなさんに実際に物語を書
いていただきますので、お手元に紙とペンな
どをご用意ください。
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第３回　2020年11月11日（水）
自身の「物語」を書く5

第３カーブと物語の関係

概  要

・未来を構想する「物語」の３つ構造の理解を深める。 
・「物語のフレームワーク」を用いて、おもいを物語にする。 

2020年11月11日（水）19:30-21:00　※（Zoomによる）オンライン開催 

平田直大（沖縄県　一般社団法人しまのわ代表） 

北川雄史（岐阜県　社会福祉法人いぶき福祉会専務理事） 

森田直広（沖縄県　波と風と合同会社代表） 

17名

日　時

進　行

スピーカー

参加者

ねらい

平田： 

物語の３層構造と３つの側面
平田： 

ガイダンスを含めると、この場に参加者が
集うのは４回目。Zoom上の参加者の表情
も「また会いましたね」というような親し
げなものになってきました。今回から、本
格的に物語づくりに取り組んでいきます。
まずは物語レクチャーからワークショッ
プが始まりました。

実際のワークショップでは、この後、前回
の振り返りを経て、第３カーブと物語がど
のように関係しているのかに触れ、第３
カーブの時代において物語がプロジェク
トを前に進める上で鍵となる、などの話が
ありました。

その上で、物語は、「時間的に離れた複
数の出来事を”始め・中間・終わり”とい
う時間的秩序に沿って組織化する言語
行為」であり、「物語の基本構造は、加害 
or 不足に始まり、それらの 回復・充足 
というかたちをとる」のであり、

　　１…出発（Separation） 
　　２…試練（Initiation）
　　３…帰還（Return）

の構造でできていること、それぞれに
ついての詳しく説明がありました。
（物語について、ご関心のある方はお問
い合わせください） 



し、異質の世界へと「越境」します。そして、不
足の充足のために「試練」を乗り越え、不足を
満たすための「秘法習得」をし、従来の世界へ
と「帰還」。最後には不足も解消されて「再生・
再創造」へ至ります。 ここまでのポイントを
おさえると、少なからず物語が書けそうな気
持ちになってきたのではないでしょうか。

少し整理します。物語には、３層の構造（出
発、試練、帰還）と３つの側面（越境、秘法習
得、再生・再創造）があります。
まず、なにかしらの不足を抱えた物語の主人
公は、その解消のために従来の世界を「出発」

物語のフレームワークに重ねてみると、移住と
福祉を掛け合わせようとしたとき、私は福祉の
分野から移住の分野へと「越境」したわけです。
そこで大変な「試練」にも遭いましたが、「習得
した秘法」は、みなさんとのこのワークショッ
プの場だと思っています。私もここから学んだ
ものを持って帰って物語を描こうと考えてい
ます。 
そして「越境」や「移住」については、「何を越え
たのか」というのを考えて欲しいと思います。 
コミュニティや仕事が変わることも「越境」です。 
また、私は関西出身で、いくつかの地を経て岐
阜に住んでいますが、物理的な距離だけでなく、
文化の枠組みも「越境」したような感覚があり
ます。 他にも、つくってもらう側がつくる側に
なったり、してもらう側からする側になること
も「越境」です。 
「移住」や「越境」といっても、単に場所や空間が
変わるだけではなく、色々な多面性があります。
その多面性を綴ってみるというのが物語を書
く意味でもあります。 
未来は自由に描けますので、色々なものをぜひ
自由に越境してもらえたらいいなと思います。 

物語に「越境」を盛り込むヒントとして、例えば、
自分が異質の世界へと越境するか、越境して異
質の世界にやってきた人を物語のシーンに登
場させたり、自分の地域だけではなく、どこか
の地域とのかかわりを表現したり、岐阜やいぶ
き（福祉会）さんとのかかわりを表現すること
を意識するとよいかと思います。 
これから物語を書くみなさんに、ここでひとつ
私が感銘を受けた言葉を紹介します。 それは、
何かに挑むときには「ディナーではなくブレッ
クファストをつくるつもりでやってみる」とい
うことです。   
朝食に何時間もかける人はおそらくいません
よね。ぜひ朝飯をつくるようなつもりで、気軽
に楽しみながら物語をつくって欲しいと思い
ます。 

続いて、さらに「物語の構造」について、参
加者のみなさんと理解を深めました。
そして、いよいよ、ワークショップへ。一人
ひとりの物語づくりがはじまります。

ここからは、これまでお話した物語の構造を
意識して、ご自身の物語を考えていただきた
いと思います。今日はお試しのエクササイズ
になりますので、気負ったり、いい物語をつ
くろうと思わなくて大丈夫です。 
物語を書くにあたっていくつか注意点です。 
まず、内容はみなさんが抱えているプロジェ
クトや事業に限定してみましょう。次に、過
去ではなく、未来の物語を描いてください。 
そして、物語のフレームワークを使って書い
てください。 
ちなみに、フレームの中で「越境」をハイライ
トしているのにはわけがあります。というの
も、「越境」こそが、今回のワークショップの
テーマの「移住」と密接な関わりがあるから
です。 
移住とは、住む地域を変える「越境」であり、
そのことで物語が動き出します。移住者が増
えれば「越境」する人も増え、そこからさらに
たくさんの物語が新たに生まれてきます。 
この辺りについて、北川さんからいかがで
しょうか。
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「移住」と「越境」を重ねて
物語を書く

北川： 

平田： 

平田： 

第３回
自身の「物語」を書く 5



みなさん戻られましたね。物語を書かれてみ
ていかがでしたか。

書いてみるとやはり難しいですね。まだテー
マのイメージがもてていないこともあり、ま
だ全てのフレームに言葉が入っていない状
態です。ただ、物語で未来を描くことには、計
画を立てることとは異なる面白さがあると
思いました。

すごく嬉しい感想ですね。 
今回、未来を構想するにあたりみなさんにつ
くってもらうのは、事業計画ではなく物語な
わけですが、物語でプロジェクトをつくると、
仮に不足の事態が起きたときにも、それも物
語の要素としてとらえることができます。物
語はこの点でも、不確定なことが多い現代に
おいて有効なんですよね。 
事業計画のようにゴールや目標を決めて逆
算するようなものだと、想定外の出来事がひ
とつでもあると全体が崩れてしまうことも
珍しくありません。 

私は生協の「くらしたすけあいの会」につい
て書きました。 
きっかけは、知り合いからのある相談を受け
てこの会を紹介したのに、会からお手伝いが
難しいという回答が届いたこと。 
それなら自分で手伝いをする役割になろう
と「越境」をして、苦手な掃除の手伝いをした
ところ、思いのほか喜んでいただけて、「なん

て楽しいのだろう！」と気づきました。 
そうしているうちに需要が増えてコーディ
ネーターになったのですが、やってみると
活動会員と利用者のマッチングが難しい。
今は「試練」の真っ只中です。 
「秘法習得」にあたるものはなかなか見えま
せんが、自分のスタイルで参加できる助け
合いができたらと考えています。

ご自身の「越境」した経験と直面している
「試練」が描かれていて、とても豊かな物語
になっていたなと思います。 
ぜひ「こういうことをしたら地域がこうな
りました」というところまで書き上げてみ
てほしいですね。

ご苦労を含めて目に浮かぶような物語です
ね。 堀部さんのお話を聞いていて、こんな物
語が浮かびました。 
ある日、堀部さんがお茶を飲みながら悩ん
でいると、その様子をみた喫茶店のマス
ターが「うちでお茶飲みながら対話する場
所を作ってみませんか？お茶飲みコミュニ
ティで考えたらうまくいくかもしれません
よ」と声をかけてくれて、ここから物語が始
まり、庭づくりなどもスタートする。気がつ
けば、あちこちでおしゃべりがうまれるよ
うな街になったよね、と言われるようにな
る。そのような物語になっても面白いなと
思いました。

北川さんの話における喫茶店のマスターや
お茶飲みコミュニティなどの「秘法」の可能
性は、自分が想像している以上にたくさん
あるのだということですね。

一緒にお話をした岡田さんの話が印象的で
した。 訪問看護をされている岡田さんの物

物語づくりワークのあとは、２人１組に分
かれてそれぞれの物語を発表。最後に全員
で集まり、数名の物語を共有しました。
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物語ワークと発表へ

北川： 

平田： 

平田： 

堀部： 

牛丸： 

平田： 

平田： 

森田： 

第３回
自身の「物語」を書く 5

語は、「国から医療と福祉の連携をいわれて
いるが、現場ではそれができていない」とい
う課題を抱えていて、どう「越境」できるか悩
んでいるというもの。
まだどこに「越境」するかも「試練」や「秘法」
がどのようなものかもわからないけれど、 
生活保護や寝たきりの人が、「移住」をきっか
けに別の環境で新しい役割を得て、地域で活
躍していく。そんな新しい人生のサポートが
したいとお話されていて、素晴らしいなと思
いました。 

私の職場ではどうしても医療中心になって
しまうので、どうしても福祉の役割が必要で
す。 患者さんの満足する地域の過ごし方につ
いて、福祉の方に色々な話をうかがいたいと
考えています。

「物語」の観点で話をするならば、「不足」は医
療と福祉の連携が職場で足りていないこと。 
そこから、岡田さんご自身が「福祉」という新
しいコミュニティへ「越境」された。 
医療と福祉のお互いの理解や制度の違いが
乗り越えられるべき「試練」にあたるように
思います。 
そうした「試練」に向き合うことで、岡田さん
にとっての新しい「秘法」を習得し、「帰還」で
きるのではないでしょうか。 
まずは楽しみながら「秘法習得をすれば、医
療の側にも訪問介護の知見が活かせるかも」
と考えてみてください。さらにそのことを誰
かに共有してみると「だったらこういうこと
ができるのでは」と新たなアイデアが出て、
思わぬかたちで物語が動き出すのではない
かと思います。



ジが膨らんできたのではないかと思います。 
物語はシェアすることで、自分が思っていな
かったような可能性が生まれていきます。 
誰かの物語に自分の物語を重ねることで、物
語はより豊かになっていきます。 
それが第３カーブでいう、ひとつひとつの点
が結び目をつくって広がっていくというこ
となのだと私は思います。 
次回が最終回となりますが、３名１組となっ
て、お互いの物語をつなげていくワークを
やっていきます。それにあたり、今回書いた
ものをブラッシュアップいただき、一旦完成
をしていただきたいと思います。 
ぜひ「ディナーではなく、ブレックファスト」
の気持ちで、楽しみながらひとつの物語を書
き上げましょう。 

みなさん戻られましたね。物語を書かれてみ
ていかがでしたか。

書いてみるとやはり難しいですね。まだテー
マのイメージがもてていないこともあり、ま
だ全てのフレームに言葉が入っていない状
態です。ただ、物語で未来を描くことには、計
画を立てることとは異なる面白さがあると
思いました。

すごく嬉しい感想ですね。 
今回、未来を構想するにあたりみなさんにつ
くってもらうのは、事業計画ではなく物語な
わけですが、物語でプロジェクトをつくると、
仮に不足の事態が起きたときにも、それも物
語の要素としてとらえることができます。物
語はこの点でも、不確定なことが多い現代に
おいて有効なんですよね。 
事業計画のようにゴールや目標を決めて逆
算するようなものだと、想定外の出来事がひ
とつでもあると全体が崩れてしまうことも
珍しくありません。 

私は生協の「くらしたすけあいの会」につい
て書きました。 
きっかけは、知り合いからのある相談を受け
てこの会を紹介したのに、会からお手伝いが
難しいという回答が届いたこと。 
それなら自分で手伝いをする役割になろう
と「越境」をして、苦手な掃除の手伝いをした
ところ、思いのほか喜んでいただけて、「なん

て楽しいのだろう！」と気づきました。 
そうしているうちに需要が増えてコーディ
ネーターになったのですが、やってみると
活動会員と利用者のマッチングが難しい。
今は「試練」の真っ只中です。 
「秘法習得」にあたるものはなかなか見えま
せんが、自分のスタイルで参加できる助け
合いができたらと考えています。

ご自身の「越境」した経験と直面している
「試練」が描かれていて、とても豊かな物語
になっていたなと思います。 
ぜひ「こういうことをしたら地域がこうな
りました」というところまで書き上げてみ
てほしいですね。

ご苦労を含めて目に浮かぶような物語です
ね。 堀部さんのお話を聞いていて、こんな物
語が浮かびました。 
ある日、堀部さんがお茶を飲みながら悩ん
でいると、その様子をみた喫茶店のマス
ターが「うちでお茶飲みながら対話する場
所を作ってみませんか？お茶飲みコミュニ
ティで考えたらうまくいくかもしれません
よ」と声をかけてくれて、ここから物語が始
まり、庭づくりなどもスタートする。気がつ
けば、あちこちでおしゃべりがうまれるよ
うな街になったよね、と言われるようにな
る。そのような物語になっても面白いなと
思いました。

北川さんの話における喫茶店のマスターや
お茶飲みコミュニティなどの「秘法」の可能
性は、自分が想像している以上にたくさん
あるのだということですね。

一緒にお話をした岡田さんの話が印象的で
した。 訪問看護をされている岡田さんの物

仕事が180度変わり、地域経済の研究をする
ことになり、何をすればいいのかという状態
です。 
そこで、この十六総研にきたことを「越境」と
しました。「試練」はまさに今ですね。 
勉強しながら自治体からお仕事をいただい
ていますが、色々と教わりながら、ひとつず
つ積み重ねることで、地域のために頑張れる
ようになりたいと思います。

どんなことが「秘法」となっていくのか。そし
てどこに持ち帰るか。 
「帰還」されるなら、おそらくメインのフィー
ルドである銀行ですよね。 
シンクタンクに出向された経験から、何を
「秘法」として習得できるかを想像していた
だければと思います。  

ありがとうございました。 
今回はチャットではなく、顔をみながらお話
できてよかったですね。 
物語は書くことそのものも大切ですけれど、
私は、物語は伝え合うために書くものだなと
思っています。一人では広げられなかったこ
とが、人とつながることでさらに広がり、豊
かになる体験をぜひしていただきたいです。 
これから、物語を書くことで新たな未来の創
造に向かうわけですから、こんなに楽しい
ワークショップは他にはないのではないで
しょうか。

いかがでしたでしょうか。 
はじめて物語を書いた方は手探りだったと
思いますが、３名の方の物語を聞いてみると
「こんな風に書けばいいんだ」というイメー
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自分自身の物語を考えました。 
私は、十六総合研究所というシンクタンクに
出向していますが、昨秋までは銀行員をして
いました。 
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物語は伝え合うために書くもの

平田： 

森： 

岡田玲子さん（愛知・訪問看護。以下、岡田）：

平田： 

平田： 

第３回
自身の「物語」を書く 5

北川： 



今回、おそらくみなさんは、「何をやらされん
やろか」「自分でもできるんやろか」とドキド
キしながら参加された方が多いと思います。 
ただ、できあがった物語そのものだけでな
く、書き上げるプロセスが醍醐味です。ぜひ
次回もご参加いただき、そうしたプロセスを
含めて物語をお互いにシェアする時間にし
ていただけたらと思います。 
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はじめて物語を書いた方は手探りだったと
思いますが、３名の方の物語を聞いてみると
「こんな風に書けばいいんだ」というイメー

ワークショップ終了後、12月17日までに
各自が物語を仕上げて、事務局へ提出しま
した。



ださることにまずもって感激していました。 
私自身、物語を思い浮かべるのは好きですが、
書くのはハードルが高く、あまり得意ではあ
りません。しかもシェアを前提に書くとなる
と、勇気のいる部分もあるかと思います。 
その意味でも、物語を書き上げて、この場に
ご一緒くださっていることが嬉しいです。 
私はこのプロジェクトを、物語の構造でいう
ところの「越境」するワクワクを共有する場
にしたい、また、型にはまらない夢のあるも
のにしたいと考えていました。 
そうしたおもいをはるかに超える物語を、み
なさん仕上げてくださいました。今日のワー
クで物語を重ね、さらに新しいことが生まれ
るだろうと楽しみにしております。 

ここからグループに分かれますが、他の方の
物語を自分のものと重ね合わせてみたり、ご
自身の物語に、他の方の物語を取り込んでい
くということをぜひしてみてください。 
タイプの違う方が一緒になるようにグルー
プ分けをしていますので、「この部分はどう
いう考えで書かれたんですか？」「ここが自
分にはない視点だった」といったように、対
話によって物語を深める時間にしていただ
ければと思います。 

物語のスタイルやボリュームは様々ですが、
みなさんエッセンスは魅力的なので、自信を
もって臨んでくださいね。

まず、本当に嬉しかった、というのが正直な
感想です。 
ここまでみなさんが積極的に取り組んでく

おります。 
物語を拝読しましたが、前回のお話を真正面
から受け止めてくださっている方が多く、と
ても嬉しかったです。 
物語を通じてお人柄が見えたようなものが
多かったなと。ほとんどの方は、実は直接お
会いしたことないのですが、お人柄も物語か
らにじみ出ていました。 
また、みなさんの課題意識やどのようなこと
を乗り越えられたいかという部分が、物語に
することで如実にあらわれていたのも印象
に残っています。 
今日のグループセッションでも、それぞれの
問題や課題を乗り越えるアイデアを出し合
えるグルーピングを考えましたので、楽しみ
にしてください。

前回、物語の３つの構造を踏まえた上で、物
語のフレームワークをつかって物語を書き
上げてくださいました。 
フレームワークの要素のひとつである「越
境」というのが、今回のテーマでいう「移住」
のようなもの。 
誰かが違う土地からやってくることで、物語
が生まれる。この「越境」が物語にとって最初
のポイントとなっていましたね。 
まずは、多くの人にとって物語を書く経験は
今回が初めてで、しかも1週間ほどの短い期
間で、物語を提出くださったことに感謝して
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第4回　2020年11月25日（水）
お互いの「物語」を重ねる 6

物語の可能性

・書き上げた「物語」をグループにわかれてシェアすることで、
  お互いの物語を重ねる。 そこから新しい見方や「関係の網の目」を
  生み出していく。 
・グループでの対話を踏まえて物語を再構築する。 
・これまでのワークでの変化や感想を共有し、未来構想に生かしていく。 

概  要

2020年11月25日（水）19:30-21:00　※（Zoomによる）オンライン開催 

平田直大（沖縄県　一般社団法人しまのわ代表） 

北川雄史（岐阜県　社会福祉法人いぶき福祉会専務理事） 

森田直広（沖縄県　波と風と合同会社代表） 

22名

日　時

進　行

スピーカー

参加者

ねらい

平田： 

北川： 

ワークショップも最終回。それぞれが書き
上げた物語を持ち寄り、数名のグループで
共有します。そこでの対話からどのような
新しい可能性が生まれてくるのでしょうか。 



明るくて、どんどん人が集まってくるんです。 
そこから普段ご一緒している（いぶき福祉会
の）山本さんの優しい笑顔や、北川さんの豪
快で「なんとかなるだろう」という笑顔を思
い出しました。明るさや笑顔に人が集まって
くるのでしょうね。ありがとうございました。

笑顔は大切ですね。移住事業も無理やり集め
て進めても絶対うまくいきませんから。 

 私は金丸さんと戸上さんのグループでした
が、話を聞いていていろいろ気になるワード
が飛び出し、調べたりしていました。 
私の話は、「障害のある人は、福祉の施設に集
まって安全で快適に過ごしているけれど、施
設の中で完結していることによって、地域に
障害のある人の姿をなくしているんじゃな
いか」という課題意識からスタートし、地域
に飛び出して、こういう風になれば、地域で
も安全に過ごせるとみんなに感じてもらえ
るのでは、という思いを物語にしました。 
フワッとした思いで書いたのですが、金丸さ
んがとても具体的に物語を書かれたという
話を聞いて、具体性をもっと自分の物語に入
れたいと思いました。 
戸上さんの物語も生き生きとしいて、具体性
は、現場の人との対話から生まれるのだと実
感しました。物語をつくることや、グループ
ワークでのつながりをいかして、これからも
色々つなげていきたいです。

物語の解像度が違うというのも、刺激になり
ますよね。  

ドや、森さんが地域課題に福祉で向き合われ
ている話を聞いて、一気に動き出しました。 
こうした堀部さんの行動力と森さんの鳥の
目に刺激を受け、大きく物語を変えました。
おふたりが私にとっては「秘法」です。やはり
出会いはすごいですね。

（中川）桐子さん、高山でお待ちしています。 
普段お話することのない方とお話ができる
嬉しい機会となりました。 
堀部さんと桐子さんの「自分の好きなことで
地域の方を笑顔にする取り組みを続けられ
ていること」「自分のできる範囲でこまめに
期間を決めて行動しつづけること」が特に印
象に残りました。 
グループセッションでは話せなかったんで
すけど、実は熱気球のパイロットをしていて、
先日も高山の限界集落で気球の搭乗体験を
しました。こうした地域の人を笑顔にする経
験も思った以上に大事だなと、お二人と話し
ていて実感しました。今まではシンクタンク
としての部分しか意識していませんでした
が、こうした部分も福祉やみなさんの活動と
リンクさせていきたいです。

この話を聞くと、他の人も自分の物語に森さ
んを入れたくなっちゃいそうですね。

本当に楽しい４日間でした。 
驚いたのですが、森さんがパイロットをされ
た気球をもしかしたら先日見かけたかもし
れません！ 
桐子さんはあたたかなお話で、お話の仕方ま
であたたかく、建具へのおもいに刺激を受け
ました。森さんはお若いのに実直で、地域の
ために役に立とうという姿勢がすごいです
ね。 
自分の物語では「越境」部分に、飛騨市で高齢
者向けサロンをしている方とのオンライン
交流会をあてはめました。その方は底抜けに
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私自身、物語を思い浮かべるのは好きですが、
書くのはハードルが高く、あまり得意ではあ
りません。しかもシェアを前提に書くとなる
と、勇気のいる部分もあるかと思います。 
その意味でも、物語を書き上げて、この場に
ご一緒くださっていることが嬉しいです。 
私はこのプロジェクトを、物語の構造でいう
ところの「越境」するワクワクを共有する場
にしたい、また、型にはまらない夢のあるも
のにしたいと考えていました。 
そうしたおもいをはるかに超える物語を、み
なさん仕上げてくださいました。今日のワー
クで物語を重ね、さらに新しいことが生まれ
るだろうと楽しみにしております。 

ここからグループに分かれますが、他の方の
物語を自分のものと重ね合わせてみたり、ご
自身の物語に、他の方の物語を取り込んでい
くということをぜひしてみてください。 
タイプの違う方が一緒になるようにグルー
プ分けをしていますので、「この部分はどう
いう考えで書かれたんですか？」「ここが自
分にはない視点だった」といったように、対
話によって物語を深める時間にしていただ
ければと思います。 

物語のスタイルやボリュームは様々ですが、
みなさんエッセンスは魅力的なので、自信を
もって臨んでくださいね。

まず、本当に嬉しかった、というのが正直な
感想です。 
ここまでみなさんが積極的に取り組んでく

ここからグループにわかれ20分でお互い
に物語をシェアしました、その後、15分で
自分の物語の再構築をします。 

物語の再構築を終えたみなさんが、カメラ
と音声をオンにして再び集まります。 

ここからはご自身の物語を再構築する時間
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お互いの物語を共有し、物語を再
構築する
平田： 

第４回
お互いの「物語」を重ねる 6

平田： 

平田： 

北川： 

です。 
この時間だけではリライトして書き切るま
では難しいと思うんですけれど、他の方の物
語を聞いて、「この要素は入れられるな」「こ
の人を物語に登場させよう」など、大きな構
成の部分を中心に、ブラッシュアップいただ
きたいなと思います。 
音声もミュートに、カメラもオフにしていた
だいて結構です。ご自身の物語に向かい合う
時間にしていただければと思います。 

ありがとうございました。グループセッショ
ンでの対話や個人での再構成の時間は、これ
からの物語の仕上げに生かしていただきた
いと思います。 
最後に、今できているところまでで結構です
ので、物語をどのように再構成されたのかと
いうことと、これまでのワークショップを通
じての感想を、今日はチャットではなくお一
人ずつお話いただきたいなと思います。

中川桐子さん（徳島・地域支援。以下、中川）： 

私は「実家を解体する際の建具や道具類を、
どうにか今の生活様式に合わせて再生した
い 」という「移住×昭和の建具・家具の再生×
福祉」の物語を書きました。グループセッ
ションに臨むにあたり「モノローグになって
いるので、家具の一大産地である高山に地域
資源を持つ森さんと対話してみては」という
アドバイスを事前にいただいています。 
グループセッションを受けて、このセッショ
ンそのものが「越境」へと変更しました。 
一人では具体的にならなかったことが、堀部
さんの「とりあえず動く！」というエピソー

物語と対話から生まれた、新た
な創造と「関係の網の目」



というのも、この物語自体が、戸上さんの物
語に感動して生まれたからでした。

ぜひこうしたことも共有していってくださ
い！

明るくて、どんどん人が集まってくるんです。 
そこから普段ご一緒している（いぶき福祉会
の）山本さんの優しい笑顔や、北川さんの豪
快で「なんとかなるだろう」という笑顔を思
い出しました。明るさや笑顔に人が集まって
くるのでしょうね。ありがとうございました。

笑顔は大切ですね。移住事業も無理やり集め
て進めても絶対うまくいきませんから。 

 私は金丸さんと戸上さんのグループでした
が、話を聞いていていろいろ気になるワード
が飛び出し、調べたりしていました。 
私の話は、「障害のある人は、福祉の施設に集
まって安全で快適に過ごしているけれど、施
設の中で完結していることによって、地域に
障害のある人の姿をなくしているんじゃな
いか」という課題意識からスタートし、地域
に飛び出して、こういう風になれば、地域で
も安全に過ごせるとみんなに感じてもらえ
るのでは、という思いを物語にしました。 
フワッとした思いで書いたのですが、金丸さ
んがとても具体的に物語を書かれたという
話を聞いて、具体性をもっと自分の物語に入
れたいと思いました。 
戸上さんの物語も生き生きとしいて、具体性
は、現場の人との対話から生まれるのだと実
感しました。物語をつくることや、グループ
ワークでのつながりをいかして、これからも
色々つなげていきたいです。

物語の解像度が違うというのも、刺激になり
ますよね。  

ドや、森さんが地域課題に福祉で向き合われ
ている話を聞いて、一気に動き出しました。 
こうした堀部さんの行動力と森さんの鳥の
目に刺激を受け、大きく物語を変えました。
おふたりが私にとっては「秘法」です。やはり
出会いはすごいですね。

（中川）桐子さん、高山でお待ちしています。 
普段お話することのない方とお話ができる
嬉しい機会となりました。 
堀部さんと桐子さんの「自分の好きなことで
地域の方を笑顔にする取り組みを続けられ
ていること」「自分のできる範囲でこまめに
期間を決めて行動しつづけること」が特に印
象に残りました。 
グループセッションでは話せなかったんで
すけど、実は熱気球のパイロットをしていて、
先日も高山の限界集落で気球の搭乗体験を
しました。こうした地域の人を笑顔にする経
験も思った以上に大事だなと、お二人と話し
ていて実感しました。今まではシンクタンク
としての部分しか意識していませんでした
が、こうした部分も福祉やみなさんの活動と
リンクさせていきたいです。

この話を聞くと、他の人も自分の物語に森さ
んを入れたくなっちゃいそうですね。

本当に楽しい４日間でした。 
驚いたのですが、森さんがパイロットをされ
た気球をもしかしたら先日見かけたかもし
れません！ 
桐子さんはあたたかなお話で、お話の仕方ま
であたたかく、建具へのおもいに刺激を受け
ました。森さんはお若いのに実直で、地域の
ために役に立とうという姿勢がすごいです
ね。 
自分の物語では「越境」部分に、飛騨市で高齢
者向けサロンをしている方とのオンライン
交流会をあてはめました。その方は底抜けに

平田： 

平田： 

山本友美さん（岐阜・デザイナー。以下、山本）： 

平田： 

金丸： 

堀部： 

私は「実家を解体する際の建具や道具類を、
どうにか今の生活様式に合わせて再生した
い 」という「移住×昭和の建具・家具の再生×
福祉」の物語を書きました。グループセッ
ションに臨むにあたり「モノローグになって
いるので、家具の一大産地である高山に地域
資源を持つ森さんと対話してみては」という
アドバイスを事前にいただいています。 
グループセッションを受けて、このセッショ
ンそのものが「越境」へと変更しました。 
一人では具体的にならなかったことが、堀部
さんの「とりあえず動く！」というエピソー
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森： 

私も、戸上さんの「主人公を自分ではなく、ご
一緒している方に設定することで、自分がや
りたいことを具体的にかけた」というところ
が印象に残りました。 
山本さんのお話されていた「安心する場所」

というのは、私の考える場所とは違いがあり
ますが、「安全な場所」にもいろいろなレイ
ヤーや網の目があることが地域にとって大
事だなと思いました。 
今回、物語があるからこそ具体的に対話がで
きたように思いました。 
平田さんが、その人らしい物語ができて嬉し
かったと言われていましたが、物語と対話を
通じて、それぞれのお人柄に刺激を受けなが
ら自分自身も変わっていける体験ができま
した。

自分以外の方を主人公にしていくというの
もいいですね。 

物語を書くことで、普段の仕事の中で自分が
どんなことを大切にしていきたいかという
ことを改めて知ることができた良い機会で
した。 
私は、自分が働いているスイーツ工房の方を
主人公にし、工房内で自信をつけて外に飛び
出していく物語を書きました。 
山本さんの福祉の物語を読んで、まずは安心
や快適の枠を作り、その中で安心して経験を
重ねてもらうことが大事なんだなというの
が気づきでした。 
直接的な外とのつながりだけでなく、こうし
た他の方の考え方や視点を知れたことも、こ
の物語やワークショップでの対話があった
からだと思います。

ここでの気づきや「関係の網の目」のつなが
りを、ぜひ新しい物語に生かしていってくだ
さい。 
金丸さんは、ご自身の物語に戸上さんを盛り
込んでくださいましたね。

はい。「この物語を戸上さんに読んでもらい
たい！」との思いで書きました。 



山本さんにもお話を伺いたいなと思います。 
今回、私は千葉からの参加でしたが、この
ワークショップに参加すること自体が、千葉
から岐阜に移住したような対話の場だった
のだなと思いました。ありがとうございまし
た。

勝又さんはすでに「越境」されたということ
でね。現実や形にこだわらずにジャンプアッ
プいただきたいと思いました。

物語を通じて「一緒に活動をする仲間との共
感や喜びの増幅」が私のやりがいだと実感し
ました。 
その意味で、仕事は林業でも漁業でもサービ
ス業でもいいのかもしれませんが、やはり福
祉が自分に向いているのだなと。 
ここ数年は、しなければいけないことばかり
に追われ、腰の重さがありました。 
こうした自分の気持ちから「越境」をしたい
と物語を書きました。 
グループワークや他の方の物語を読んで、自
分の物語には具体性が足らないと気づいた
ので、固有名詞も入れつつブラッシュアップ
していきたいと思います。 
「物語」や「第３カーブ」といった、今まで持ち
得なかった視点でレクチャーを受けられた
ことも新鮮でありがたかったです。みなさん
とは、Zoom上だけでなく、アナログでもぜひ
つながりたいですね。

物語に具体的なことやお名前が入ると、俄然
面白くなります。 
そこに見知らぬ人が入ると、宮本さんのよう
な物語の自由度につながります。 
無理やり見知らぬ人を物語に入れてみるこ
とで第３カーブ的に新たな「関係の網の目」
が広がるかもしれませんね。   

私は、自分でやっている発達障害児の親の会
を立て直し、活発にしたいという思いから物
語を書きました。 
事前のアドバイスや勝又さんとの話を受け
て、自分が何をできるかだけでなく、会の仲
間や地域の仲間、移住した方など、他の方の
新しい力も上手に取り込んで組み立て直し
たいと思います。 
全体の感想としては、みなさんの顔ぶれをみ
ていて、なんて素晴らしい若い方がいるの
か。日本も捨てたものじゃないな、と。 
「第３カーブ」や「物語」の理解はこれからで
すが、みなさんとの対話を通じて、これまで
私が漠然ともっていたおもいをみなさんも
少なからず共有されていて、こうしたことは
間違っていなかった、少しは自信を持ってい
いのかなと思えたのも収穫でした。

みなさんの力を借りることは大きいですね。 
「移住」をメインテーマの一つに置いている
のも、自分や地域だけではできないことも
「移住者」という他者が加わることで課題解
決に向かえるから。そうした可能性も感じて
いただけたら嬉しいです。

というのも、この物語自体が、戸上さんの物
語に感動して生まれたからでした。

ぜひこうしたことも共有していってくださ
い！

金丸： 

私も、戸上さんの「主人公を自分ではなく、ご
一緒している方に設定することで、自分がや
りたいことを具体的にかけた」というところ
が印象に残りました。 
山本さんのお話されていた「安心する場所」
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というのは、私の考える場所とは違いがあり
ますが、「安全な場所」にもいろいろなレイ
ヤーや網の目があることが地域にとって大
事だなと思いました。 
今回、物語があるからこそ具体的に対話がで
きたように思いました。 
平田さんが、その人らしい物語ができて嬉し
かったと言われていましたが、物語と対話を
通じて、それぞれのお人柄に刺激を受けなが
ら自分自身も変わっていける体験ができま
した。

自分以外の方を主人公にしていくというの
もいいですね。 

物語を書くことで、普段の仕事の中で自分が
どんなことを大切にしていきたいかという
ことを改めて知ることができた良い機会で
した。 
私は、自分が働いているスイーツ工房の方を
主人公にし、工房内で自信をつけて外に飛び
出していく物語を書きました。 
山本さんの福祉の物語を読んで、まずは安心
や快適の枠を作り、その中で安心して経験を
重ねてもらうことが大事なんだなというの
が気づきでした。 
直接的な外とのつながりだけでなく、こうし
た他の方の考え方や視点を知れたことも、こ
の物語やワークショップでの対話があった
からだと思います。

ここでの気づきや「関係の網の目」のつなが
りを、ぜひ新しい物語に生かしていってくだ
さい。 
金丸さんは、ご自身の物語に戸上さんを盛り
込んでくださいましたね。

はい。「この物語を戸上さんに読んでもらい
たい！」との思いで書きました。 

平田： 

平田： 

勝又恵理子さん（千葉。以下、勝又）： 

北川： 

牛丸： 

平田： 

戸上瑞紀さん（三重・障害者支援。以下、戸上）： 

事前のアドバイスとグループワークを通じ
て、私たちのNPO支援の活動が地域から見え
にくいことに気づき、地域からみた私たちの
位置づけを加えました。 
また、牛丸さんとの対話を通じて「福祉の団
体は支援されるべき」という地域からのイ
メージを変えていきたいという話もあった
ので、福祉の視点から、いぶきの北川さんや



山本さんにもお話を伺いたいなと思います。 
今回、私は千葉からの参加でしたが、この
ワークショップに参加すること自体が、千葉
から岐阜に移住したような対話の場だった
のだなと思いました。ありがとうございまし
た。

勝又さんはすでに「越境」されたということ
でね。現実や形にこだわらずにジャンプアッ
プいただきたいと思いました。

物語を通じて「一緒に活動をする仲間との共
感や喜びの増幅」が私のやりがいだと実感し
ました。 
その意味で、仕事は林業でも漁業でもサービ
ス業でもいいのかもしれませんが、やはり福
祉が自分に向いているのだなと。 
ここ数年は、しなければいけないことばかり
に追われ、腰の重さがありました。 
こうした自分の気持ちから「越境」をしたい
と物語を書きました。 
グループワークや他の方の物語を読んで、自
分の物語には具体性が足らないと気づいた
ので、固有名詞も入れつつブラッシュアップ
していきたいと思います。 
「物語」や「第３カーブ」といった、今まで持ち
得なかった視点でレクチャーを受けられた
ことも新鮮でありがたかったです。みなさん
とは、Zoom上だけでなく、アナログでもぜひ
つながりたいですね。

物語に具体的なことやお名前が入ると、俄然
面白くなります。 
そこに見知らぬ人が入ると、宮本さんのよう
な物語の自由度につながります。 
無理やり見知らぬ人を物語に入れてみるこ
とで第３カーブ的に新たな「関係の網の目」
が広がるかもしれませんね。   
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事前のアドバイスとグループワークを通じ
て、私たちのNPO支援の活動が地域から見え
にくいことに気づき、地域からみた私たちの
位置づけを加えました。 
また、牛丸さんとの対話を通じて「福祉の団
体は支援されるべき」という地域からのイ
メージを変えていきたいという話もあった
ので、福祉の視点から、いぶきの北川さんや

平田： 

平田： 

纐纈： 

自分は、県の障害者の作業所を回って手伝う
仕事をしています。 
今回のワークを通じて、自分自身が物語の中
に登場するというよりも、それぞれの作業所
がいろいろ挑戦していくことを物語に見立
てて、「今『越境』しているで」とか「これが『秘
法』やな」などと伝える役割になりたいと思
いました。 
当事者は、なかなか自分がやっていることを
評価することは難しいですから、こうした形
で役に立ちたいですね。

それは素晴らしいと思います。楽しみですね。 
県内の全ての場所に宮本さんのような方が
いたらすごいことになりそうです。

僕は「コミュニティガーデンプロジェクト」
という、コープさんに協力いただいているお
庭づくりから派生して「どうぞのイス」とい
う物語を書きました。 
これは、コミュニティスペースをオンライン
にしたようなイメージで、新型コロナウイル
スに限らず、これからの感染症に耐えうるス
ペースとしてイメージしています。 
そうした話を岡田さんや森田さんとかわし
てみて感じたのは、まさに「×〇〇」という部
分。語り合った人や出会った人の数だけ登場
人物が増えていくなと。 
早速、僕の物語に岡田さんと森田さんを入れ
ちゃいました（笑）。登場人物が増えていくこ
とでますます対話が生まれ、新たな価値が創
造されていく「×〇〇」ってすごいなと思いま
した。 

これからの展開が楽しみです。 

宮本久美子さん（和歌山・障害者支援。以下、宮本）：

平田： 

平田： 

辻本隆太さん（岐阜・障害者支援。以下辻本）： 



るプロセスもみなさん素晴らしいですよね。

私は途中のワークショップに参加できません
でしたが、みなさんの物語を読み、「みなさん
の新事業がすでにできあがっている！」と思
いました。 
移住×福祉や、Aさん×Bさんといったように、
掛け合わせることでいいものが生まれてくる。
そうした場面をワークショップの中で何度も
目撃しました。 これからもこういう機会を
きっかけにご一緒できたらと思いました。

そこがまさに一番のねらいだと思ってまして。
つくられている物語が、明日への一歩の道し
るべになっているというのが、裏で走ってい
たテーマだったのでした。

全体を通じて「言葉や対話の力はすごいな」と
いうのを改めて感じました。ワークショップ
を経てみなさんの物語がこれからどのように
なっていくのかが楽しみです。 
私は沖縄在住ということで岐阜からは離れて
いるけれど、みなさんの物語にご一緒してい
きたいと思います。

私は第３カーブの考え方や物語のフレーム
ワークを、いろんな企業や団体に伝え、未来
構造のご支援をしています。 第２回で、物語
のフレームワークで書いていただく前に、３
つのビジネス・パラダイムの転換があること
をお聞きいただきました。これからの方向性
を共有いただいた上で、物語をかけたという
ところが大きいことなのです。
「造って・売る」の第１カーブの見方では、も
はや効果がない時代になってきている中で、
みなさんが、個人としてもプロジェクトとし
ても、第３カーブとして考えていただくこと
が大切です。その上で物語を描いてくださっ
ているからこそ、よりサステイナブルなもの

私は物語は初めてということもあり堅苦し
く考えてしまい、うまく書けなかったのです
が、このグループセッションで断片が一気に
つながりました。このセッション自体も物語
の一部なのだなとわかったんです。 
辻本さんの「どうぞのイス」の物語にご一緒
して、私は訪問看護という医療の観点で加わ
りたいなと。 
再構成をしていて気づいたのは、ひとりぐら
しや核家族が増えていたり、Zoomが使えな
い老人の方もいれば、誰もがネットが使える
環境でもないということ。 
そうした方にこそこのイスを利用してもら
えれば、横のつながりや輪が生まれ、孤独死
も防げるのではと考えました。 
Zoomでの勉強会は苦手でしたが、この回ま
できて、やっとわかって成長できました。
困ったときに助けてくれる仲間と出会えた
ことが嬉しかったです。 

他の方の物語に乗っかるのも楽しいですよ
ね。物語が重なることで新しい「関係の網の
目」が生まれてきます。

コロナ禍になってから「コミュニティ」にと
りわけ興味を持っていますが、世界の見方を
学び、物語をつくり、グループセッションで
シェアをされたみなさんが、今まさにひとつ
のコミュニティをつくっている様子を垣間
見た気がします。 
当たり前だと思っていたことや今まで正解だ
と思っていたのが、もはや成り立たなくなり
つつある今、こうしたつながりをもった方々
と支え合えるのが大切だなと思いました。 
この対話型・参加型のワークショップスタイ
ルが、これからの移住事業のメインストリー
ムになるかもしれませんね。 

物語の仕上がりもそうですが、そこまでに至
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岡田： 

平田： 

平田： 

森田： 

松原朋子さん（東京・企画監修。以下、松原）：

藤井真也さん（岐阜・障害者支援。以下、藤井）： 

平田： 

柴原孝治さん（ガイダンスのゲスト。以下、柴原）： 

になります。 改めて「第３カーブの考え方っ
てなんだったかな」と思い返して欲しいと思
います。ヒントは「関係の網の目」。「開かれた
対話と創造の場」。ぜひみなさんのビジネス
に取り入れていただけたらなと思います。

松原さんには、このワークショップの企画か
らご一緒いただいて、ワークショップの元の
考え方も学ばせていただきながらこの場を
つくっていきました。 
一緒に楽しく対話をしながらワークショッ
プをつくっていくプロセス。これこそ物語を
つくる醍醐味なのではないかと思います。

私は裏方でテクニカルのお手伝いをさせて
いただきましたが、わずか４回のワーク
ショップの中で、これだけで関係の結び目が
できるのに驚きました。 
これからさらに広がっていくのが非常に楽
しみです。初回とは見違える、今のみなさん
の表情が、満足度の高さを何より物語ってい
るのかなと思います。 

これでおしまい、というよりも、これをきっか



けに未来に向かっていきたいと思います。 
福祉には「エンパワーメント」という概念があ
ります。それをもっと転がし続けるという意味
で「エンパワーリング」という言葉を使ってい
るのですが、これが私の大好きな言葉なんです。 
今回のワークショップでも、お互いにエンパ
ワーリングしあう姿が嬉しかったです。ここで
エンパワーリングできる方は日常でもなさる
でしょうし、こうしたことが自然とできるよう
になると、社会は変わると確信しています。 
その意味で、このプログラムは「社会を変える
プログラム」です。 
２週間に１回というタイトなプログラムで大
変だったかと思いますが、それ以上の価値を感
じていただけていたら嬉しいです。 
ここで生まれた「関係の網の目」を大切にな
さってください。日常的に付き合うことだけが
全てはありません。ふとした瞬間にあの人の顔
が思い浮かぶ、というのも素敵だと思います。 
ぜひここをスタートにして、いろいろな形でこ
れからもご一緒できたらと思います。 
平田さんとこのワークショップの形式は続け
ていきたいと考えています。ありがとうござい
ました。

これまでご一緒くださりありがとうございま
した。

私は第３カーブの考え方や物語のフレーム
ワークを、いろんな企業や団体に伝え、未来
構造のご支援をしています。 第２回で、物語
のフレームワークで書いていただく前に、３
つのビジネス・パラダイムの転換があること
をお聞きいただきました。これからの方向性
を共有いただいた上で、物語をかけたという
ところが大きいことなのです。
「造って・売る」の第１カーブの見方では、も
はや効果がない時代になってきている中で、
みなさんが、個人としてもプロジェクトとし
ても、第３カーブとして考えていただくこと
が大切です。その上で物語を描いてくださっ
ているからこそ、よりサステイナブルなもの

北川： 
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てなんだったかな」と思い返して欲しいと思
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に取り入れていただけたらなと思います。

松原さんには、このワークショップの企画か
らご一緒いただいて、ワークショップの元の
考え方も学ばせていただきながらこの場を
つくっていきました。 
一緒に楽しく対話をしながらワークショッ
プをつくっていくプロセス。これこそ物語を
つくる醍醐味なのではないかと思います。

私は裏方でテクニカルのお手伝いをさせて
いただきましたが、わずか４回のワーク
ショップの中で、これだけで関係の結び目が
できるのに驚きました。 
これからさらに広がっていくのが非常に楽
しみです。初回とは見違える、今のみなさん
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平田： 

板林淳哉さん（東京・テクニカルサポート。以下、板林）： 

「エンパワーリング」で社会を変える
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ここでは、ワークショップを通じて生まれた７つの物語を紹介します。
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対話から生まれた、未来を構想する物語

金丸泰子さん
（東京・作業療法士）

誰もがいることができる
場であるために

コムスイーツ工房奏※でお菓子づくりを始め
たＡさん。コムスイーツデイで自分の作ったお
菓子が売れていく場面をみて、熱い気持ちがわ
きでてきました。「私のお菓子で人が喜んでく
れている！」。 職場に慣れて、精神的にも余裕
がでてきて新しいことをしたい！という気持
ちがでてきました。 
奏でのお給料もあり、自分の好きなものにお金
を使う事もできます。 

ある日、市の広報を眺めていたらタップダンス
のワークショップが目にとびこんできました。
「やってみたい…」。でも私がそんなところに
行っていいのかなぁ…？ 
お昼休みに仕事仲間にタップダンスの話をす
ると、開催されるアートセンターではどんな人
でも参加できるらしいと教えてくれました。 
Ａさん、ひとまず、はじめてアートセンターに
行ってみました。 
アートセンターは緑の芝生にかこまれて、みん
なが思い思いに過ごしています。Ａさんも座り
心地のいい椅子をみつけ、アートセンターで行
われているワークショップのブックレットを
みてみました。 
ブックレットには足のない人や車いすに乗っ
ている人たちが、ダンスのワークショップに参
加していたり、目の見えない人がみんなと一緒

に絵を鑑賞している写真がのっていました。 
「私も、タップダンスしたい！」 
その場でＡさんは受付の方にお話し、申し込み
と自分が参加できるか不安に思っていること
を伝えました。 
受付の人は笑顔で申込のやり方を教えてくれ
て、後日作業療法士という人から連絡があると
教えてくれました。 
翌日、作業療法士の人から電話がきて、どんな
点に不安があるのか？などいろいろな話をす
ることができました。ざわざわと不安に思って
いたことがとけていき、ワクワク、ドキドキに
なっていきました。 

作業療法士は障がいや病気をもつことで生活
しにくくなった方と関わり、その人のしたいこ
との実現へのお手伝いをしています。その人自
身だけでなく、環境やご家族など周りの方に関
わることもあります。 
多くの方が障がいや病気を持つことで今まで
の自分との断絶を感じ、そこに大きな苦しみを
持っているように思います。断絶を感じている
中、新たな一歩を踏み出すことはたやすいこと
ではありません。 中には前に進まざるをえな
い環境にいて、周りによってつくられた道を歩
かされているような人もいると思います。 
閉ざされた環境、関わる人が少なくない時に

は、道がみえなくなり一歩をだす必要性を感じ
ることが少なくなることもあります。 
それぞれが自分なりの過ごし方ができる。誰で
も、障がいをもっていても、いなくても、自分と
していることできる。100％でなくても40％そ
こそこでもOKと思うことができる場所、何を
しなくてもいられる場所、そんな場にいたら、
もしかしたら、一歩を考えることができるかも
しれません。 

「誰でもいることができる」、本来のアートセン
ターはそんな場です。そこに作業療法士がい
て、その人がいられるように環境の調整やサ
ポートなど様々な側面から関わる事でそれが
成立しています。 

誰でもいられる場では、様々な人たちがまじり
あい、どんな自分になっても生きていけると思
えて進んでいく事ができるようになります。 
アートセンターがhubとなり、病院や学校へも
アートが根をはやし、街全体をつつみ「誰でも
みとめられる街」となっていく。 
そんな場であるアートセンターにＡさんは出
会い、自分なりのやり方でタップダンスを楽し
みはじめました。 

タップダンスをはじめたＡさんのお菓子には
軽やかなおいしさが加わり、奏のお菓子の評判
はますます上がっていきました。 



コムスイーツ工房奏※でお菓子づくりを始め
たＡさん。コムスイーツデイで自分の作ったお
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お昼休みに仕事仲間にタップダンスの話をす
ると、開催されるアートセンターではどんな人
でも参加できるらしいと教えてくれました。 
Ａさん、ひとまず、はじめてアートセンターに
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いたことがとけていき、ワクワク、ドキドキに
なっていきました。 

作業療法士は障がいや病気をもつことで生活
しにくくなった方と関わり、その人のしたいこ
との実現へのお手伝いをしています。その人自
身だけでなく、環境やご家族など周りの方に関
わることもあります。 
多くの方が障がいや病気を持つことで今まで
の自分との断絶を感じ、そこに大きな苦しみを
持っているように思います。断絶を感じている
中、新たな一歩を踏み出すことはたやすいこと
ではありません。 中には前に進まざるをえな
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閉ざされた環境、関わる人が少なくない時に
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は、道がみえなくなり一歩をだす必要性を感じ
ることが少なくなることもあります。 
それぞれが自分なりの過ごし方ができる。誰で
も、障がいをもっていても、いなくても、自分と
していることできる。100％でなくても40％そ
こそこでもOKと思うことができる場所、何を
しなくてもいられる場所、そんな場にいたら、
もしかしたら、一歩を考えることができるかも
しれません。 

「誰でもいることができる」、本来のアートセン
ターはそんな場です。そこに作業療法士がい
て、その人がいられるように環境の調整やサ
ポートなど様々な側面から関わる事でそれが
成立しています。 

誰でもいられる場では、様々な人たちがまじり
あい、どんな自分になっても生きていけると思
えて進んでいく事ができるようになります。 
アートセンターがhubとなり、病院や学校へも
アートが根をはやし、街全体をつつみ「誰でも
みとめられる街」となっていく。 
そんな場であるアートセンターにＡさんは出
会い、自分なりのやり方でタップダンスを楽し
みはじめました。 

タップダンスをはじめたＡさんのお菓子には
軽やかなおいしさが加わり、奏のお菓子の評判
はますます上がっていきました。 

山本友美さん
（岐阜・いぶき福祉会・デザイナー） 

福祉施設はいらない？

いぶきは障害のある人たちにとって、安心と安
全が保障される場所。 
障害のある人たちのことを大切に考えるス
タッフ、その人の個性にあわせてやりがいや成
長に繋がるような仕事づくり。そんなものづく
りを通して社会との関わりを丁寧に紡いでい
る。生活の中でのサポートも適切で、スタッフ
全員が状況を共有している。 
障害のある人にとっても、理解してもらえる人
たちのなかで安心して過ごし、いぶきに来るの
も好きでいてくれているのではないかと思う。 
そして、こんないぶきのような福祉施施が各地
にたくさんあるんだろう。 
でも、そんな安全と安心と引き換えに、地域か

ら障害のある人々が生活する姿をなくしてし
まっているのも事実だ。 
自宅から施設までの往復は多くは送迎で完結
され、帰宅後や休日は自宅でゆったりと過ごし
ている人が多い。
街に車椅子の人がちゃんといたら、この段差が
ないほうがいいねとか気づいたり。 
大きい声を出したり、身体を動かしている人が
いたら、障害の特徴も少しは知れるだろう。 
困っている姿を見たら、力になるにはどうした
らいいのか知りたくなる。 
歩行が困難な人は道で転ぶかもしれない。そこ
を通りかかったら自然と『大丈夫ですか』と声
をかけるようになれる。 

※コムスイーツ工房奏　呼夢農場で採れた野菜やくだものと、三重県産
の食材を使用したスイーツをつくり販売している。
　特定非営利活動法人 呼夢・フレンズ。

地域にいないから、そんな存在が感じられない
から、認めることも関心を持つこともできない
のは当然だ。 
だから、もう一度施設を飛び出してみよう。 
スタッフはつなぐ人。 地元のいろいろな場所
にいって、地域の一員として過ごそう。 困りご
とはどんどん周りに伝えよう。そして助け合え
る関係を繋いだり、居場所をつくろう。 

こんなことを同じように大切に考える人がい
た。 ある時、好きな時に行けるいろんな表現活
動が誰でもできる場所ができた。 
つくったり、見たり、きいたり、さわったり、う
ごいたり、表現をしてもしなくても、 一緒にで
きることを楽しんだり、ひとりでたんたんと作
業したり。 空間をゆるく共有しながら、やれる
ことがある。 そして、ここには頼れる作業療法
士の存在がある。 広くゆるやかな空間だと、不
安になるひとや、道具の性質上できないものを
理解し、上手に促してくれる。壁に囲われた空
間に導くことで自分が出せる人でも、そうした
理解者の手助けによって、社会の中で豊かな気
持ちを育むことができる。 
自分が表現できる場所、理解される関係がある

と、少しずつそうでない場所に歩みを進めるこ
とができるようになるのではないか。 
理解されないために傷ついたり、失敗すること
も沢山おきる。 でも、それこそが地域や人々の
気持ちを変えるチャンスになる。 
街がもっと、安全になって誰にとっても過ごし
やすい場所になっていく。 
あちこちに気軽に立ち寄れるお助けスポット
もできるといい。 
そして、彼らを必要としてくれるような仕組み
や、アイデアも生まれていく。 
「うちのお庭のお手入れを手伝って」とか、「車
椅子でランニングイベントの撮影係をやって
くれない？」など。 
支援者も孤立しないように、IoTや様々なツー
ルを活用していろんな情報や仕組みと連携し
て、もっと広く助け合おう。 
こうして、新しい福祉のありようができる。 

そして、お気に入りの場所、会いたくなる人、自
然や動物に癒されたり、時の流れを感じよう。 
いまは会えていない街にいるはずの多様な
人々が、おおらかな場のなかで互いに存在を感
じながら、ゆるやかに繋がれる社会を夢見て。 



いぶきは障害のある人たちにとって、安心と安
全が保障される場所。 
障害のある人たちのことを大切に考えるス
タッフ、その人の個性にあわせてやりがいや成
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も好きでいてくれているのではないかと思う。 
そして、こんないぶきのような福祉施施が各地
にたくさんあるんだろう。 
でも、そんな安全と安心と引き換えに、地域か

ら障害のある人々が生活する姿をなくしてし
まっているのも事実だ。 
自宅から施設までの往復は多くは送迎で完結
され、帰宅後や休日は自宅でゆったりと過ごし
ている人が多い。
街に車椅子の人がちゃんといたら、この段差が
ないほうがいいねとか気づいたり。 
大きい声を出したり、身体を動かしている人が
いたら、障害の特徴も少しは知れるだろう。 
困っている姿を見たら、力になるにはどうした
らいいのか知りたくなる。 
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地域にいないから、そんな存在が感じられない
から、認めることも関心を持つこともできない
のは当然だ。 
だから、もう一度施設を飛び出してみよう。 
スタッフはつなぐ人。 地元のいろいろな場所
にいって、地域の一員として過ごそう。 困りご
とはどんどん周りに伝えよう。そして助け合え
る関係を繋いだり、居場所をつくろう。 

こんなことを同じように大切に考える人がい
た。 ある時、好きな時に行けるいろんな表現活
動が誰でもできる場所ができた。 
つくったり、見たり、きいたり、さわったり、う
ごいたり、表現をしてもしなくても、 一緒にで
きることを楽しんだり、ひとりでたんたんと作
業したり。 空間をゆるく共有しながら、やれる
ことがある。 そして、ここには頼れる作業療法
士の存在がある。 広くゆるやかな空間だと、不
安になるひとや、道具の性質上できないものを
理解し、上手に促してくれる。壁に囲われた空
間に導くことで自分が出せる人でも、そうした
理解者の手助けによって、社会の中で豊かな気
持ちを育むことができる。 
自分が表現できる場所、理解される関係がある

と、少しずつそうでない場所に歩みを進めるこ
とができるようになるのではないか。 
理解されないために傷ついたり、失敗すること
も沢山おきる。 でも、それこそが地域や人々の
気持ちを変えるチャンスになる。 
街がもっと、安全になって誰にとっても過ごし
やすい場所になっていく。 
あちこちに気軽に立ち寄れるお助けスポット
もできるといい。 
そして、彼らを必要としてくれるような仕組み
や、アイデアも生まれていく。 
「うちのお庭のお手入れを手伝って」とか、「車
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じながら、ゆるやかに繋がれる社会を夢見て。 

勝又恵理子さん
（千葉・NPO支援） 

福祉団体から地域づくり

（私の所属する団体が市から受託している）み
んなで地域づくりセンターでは、これまで市民
の方の情報交換などの場を通して、コミュニ
ティレストラン、地産地消のグルメづくり、福
祉施設紹介・販売フェアなど、小さな資源を生

じつみ出してきました。最近は、子ども支援、災
害支援ネットワーク、まちづくりとアートなど
のテーマで地域づくりの芽や種が生まれてい
ます。しかし、それぞれがまだ弱く地域の人に
も見えにくいので、これらを結び、網の目をつ

くって地域を支えられるようにしていきたい
と思います。 
そして、そのひとつの方法として「福祉団体か
ら地域づくり」を進められるのではないかと考
えました。 
例年行っている「ユニバーサル農業フェスタ」
がコロナで開催が危ぶまれる中、福祉団体のメ
ンバーに声を掛けて実行委員会が立ち上がり、
「農業の大切さを伝え、福祉団体の活動と製品
を知ってもらおう」と準備を始めました。 

ところが、開催までには、思っていたより多く
の試練がありました。安全を考え「屋外、販売の
み(飲食なし)」のイベントとしても、できるだ
けの予防対策を取った方がよい、検温や記名の
場が密にならないか、更に感染状況が厳しくな
り、本当に開催するのかという心配が寄せられ
るなど、開催間近まで何度も判断を迫られ、そ
れでも、感染リスクが高まる場面に当たらない
ことを確認して開催を決めました。その後も前
日80％雨予報、「少雨決行」で開催した当日は、
朝から小雨が降り続きました。 

コロナでどこも大変ですが、このフェスタにも
こんなに試練あって、それだからこそ得られた
ものは何でしょう？ 
実行委員会で悩みながらも、決断し開催できた
こと。そして天気に関わらずたくさんのお客さ
んが来たこと。 
出展者からは「いいつながりをありがとう」「い
ろいろな点と点がつながりうれしい一日でし
た」「福祉関係や農業生産者と知り合うことが
できました」「今年度初めてのイベント販売で
活気づきました」などの声。 
それで気づいたことは、趣旨にもうたっている
とおり、フェスタが「出会いの場」だったこと。 
「福祉団体から地域づくり」を進めるために、
フェスタ前に考えていた販売の回数を増やす
ことより、つながりを育てること、新しいつな
がりをつくることが大切だということ。 
すでに、福祉団体が他の団体とつながって新し
い取り組みを始めているところもあります。子

ども支援のイベントでお菓子を販売し「来る楽
しみが増えました」と言われたり、コミュニ
ティレストランの外回りのお掃除ボランティ
アをして喜ばれたり。こういうことが増えて
いったらいい。一方、福祉団体が他の団体と出
会い混ざって活動する時、一部の「福祉の活動
だから支援されるべき」という考えや、地域の
人からの「支援される一方の団体」という見方
も変わっていってほしい。 

 そこで、福祉の団体からもっと地域の他の団
体と出会ってつながりをつくれるように、いぶ
き福祉会さんの力をお借りします。 
フェスタを開催して、また何かやりたいねと
思っている今、実行委員メンバーからもう少し
広げて勉強会を開き、北川さんに、いぶきの
“Happy-Happy Partnership Map”のこと、地域
の様々な人や団体との出会いや、そこから取り
組みにまで育て、網の目をつくってこられたこ
となどについてお話を伺います。 
また、思いの込められた製品や企画を伝えるた
めのデザインについて、山本さんからもお話を
伺います。オンラインでも、商品をいろいろお
取り寄せして実際に手元で見て触れながら、商
品の工夫やパッケージ、広報などについて考え
られたら素敵です。 
 
先日、クラフト手芸をする団体が、「お菓子販売
用のかごの注文を受けたことから新しい商品
が生まれたのです」と喜んでいたように、小さ
いことでよいので、福祉団体×○○を実現させ
ていきます。そこから、福祉団体が、地域で他の
団体と一緒に新しい取り組みができるように
なります。 

他の団体も、「今度何か一緒にやりましょう」と
互いにつながりを見つけて『福祉×子ども、×災
害支援、×アート、×農業・里山保全、〇〇×〇〇』
というように、おもしろい取り組みがあちこち
に生まれて、みんなで地域を支える力が育って
広がっていきます。 
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森俊介さん
（岐阜・金融） 

これからの私

思えば、私は学生時代から何不自由なく生活し
てきました。温かい家族や友人たちに囲まれて。
恵まれた環境下で生活できることに感謝する
一方で、「良い」高校、「良い」大学に入れば、これ
からの人生も何不自由なく生きられると思っ
て、自分のやりたいことは何なのか、自分は何
が社会に還元できるのかを全く考えてきませ
んでした。いわば、「草舟に流されるよう」に生
きてきたのかもしれません。それこそが私が以
前から感じていた「将来に対する漠然とした不
安」だったのかもしれません。 
そんな思いが、はっきりしたのが、2019年10月
に人事異動で十六総合研究所に配属になって
からです。 

日本には課題が山積しています。特に私が赴任
した飛騨は「課題先進地」と呼ばれ、高齢化率、
人口減少がいち早く進む地域です。会社では、
その課題に対して、どんな提案ができるか、「自
ら」考え、行動する主体性が必要とされていま
す。これまでの銀行員生活のプロダクトアウト
的な考え方ではなく、地域に真に必要なものは
何かを考えるマーケットインの考え方、多様な
関係者がつながる社会でどのようなものを生
み出すことができるかが問われます。自ら考え
る力が欠乏している私にとって、非常に重い課
題を突き付けられ、瞬く間に時間は過ぎ、飛騨
に赴任してきて1年がたちました。 

「自分には何ができるのか…。」自問自答の日々
が続いています。 私には何ができるかを考えま
した。飛騨に赴任して1年、様々な地域コミュニ
ティの場やワークショップに参加しました。ま
だ若いからこそできる挑戦、行動力、失敗でき
ること…。これが自分の強みなのではないかと

気づき始めました。 先日参加した、いぶき福祉
会さんが開く「福祉×○○×移住2020ワーク
ショップ」もそのうちのひとつです。グループ
ワークでは堀部さんと中川さんと一緒にいろ
んな話をしました。おふたりの話を聞いている
と、「こまめに目標を決めて、その成功を繰り返
すこと。」「自分の好きなことで地域の方の笑顔
につながらないか考えること。」「いろんな方と
出会い、刺激を受け、また一緒になって取り組
むこと。 」「まずは自分が笑顔で取り組むこと。 」
これらの点が大切であると気付き、自分も心が
けていきたいと思いました。 

話は変わりますが、私は趣味で熱気球をしてい
ます。この2年間、熱気球のパイロットになるた
めに、かなりの時間を費やし、2020年3月に熱
気球パイロットになることができました。 
気球は風任せの乗り物で、気まぐれに変わる風
が相手です。着陸する場所も決まっていないの
で、刻一刻と変わる風に対して、上空での状況
判断が問われます。自分で判断をしないといけ
ません。そしてフライトの全責任はパイロット
にあります。これらは、まさに今まで自分が避
けてきたものです。主体性、責任感などはあま
り負わないように過ごしてきました。その点で、
「今、自分自身が成長できる場にある」と実感し
ています。 
また、フライトプラン（どうやって飛んで、どこ
に降りるか）は絶対的な正解もなく、そして正
解は複数あることも多いです。これはまさに地
域の課題と同様であると感じています。課題解
決の正解はなく、皆が正解を模索している状況
です。正解のない問題に挑むのは根気が必要で
す。正直、途中で投げ出したいなと思うことは
あります。ただ、ここは辛抱して、いろんな経験

を積んで、頑張りたいなと心から思います。 

そして数年後…。 
ワークショップで出会った堀部さんとは今も
お付き合いが続いています。地域のコミュニ
ティを醸成するうえで欠かせない有償ボラン
ティアについて、いつもアドバイスをもらい、
私も本巣市にお伺いしながら金融機関として
の関わり方を一緒に考えるなどして、協力し
合っています。 
中川さんとも徳島とオンラインでつなぎなが
ら、家具の再生について議論しています。先日
も高山の家具メーカーをアテンドし、新商品開
発の打ち合わせをしたところです。 
まだまだ勉強の毎日ですが、飛騨での私の居場
所も徐々に見つかってきた気がします。 
「この数年間、行動して、主体的に動けて本当に
良かった。」 そんな気持ちでいっぱいです。 
熱気球の活動ももちろん続けています。パイ

ロットとして、地方の大会に参加できるように
なりました。こちらも訓練の日々が続きます
が、プライベートの充実も実感する日々です。 
また、自分の好きなことで地域の方を笑顔にで
きないかということで、先日、地域の方々向け
に気球の体験搭乗を開催しました。気球に乗っ
た地域の方々の笑顔をみて、ここにも自分の居
場所ができたかなと嬉しくなりました。 

まだまだ、私の物語は続いていきます。これか
らも数々の試練が待ち受けていると思います。
ただ、このワークショップで自分のある種の
「柱」（信念）が築けたのではないかなと感じて
います。この「柱」を忘れずにいれば、きっとど
んな試練も乗り越えられると信じています。 
最後になりましたが、この度は貴重な機会をい
ただき、本当にありがとうございました。皆様
に成長した姿を見せられるように、まずは、今
自分が対峙する試練に向かいます！ 
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の関わり方を一緒に考えるなどして、協力し
合っています。 
中川さんとも徳島とオンラインでつなぎなが
ら、家具の再生について議論しています。先日
も高山の家具メーカーをアテンドし、新商品開
発の打ち合わせをしたところです。 
まだまだ勉強の毎日ですが、飛騨での私の居場
所も徐々に見つかってきた気がします。 
「この数年間、行動して、主体的に動けて本当に
良かった。」 そんな気持ちでいっぱいです。 
熱気球の活動ももちろん続けています。パイ

ロットとして、地方の大会に参加できるように
なりました。こちらも訓練の日々が続きます
が、プライベートの充実も実感する日々です。 
また、自分の好きなことで地域の方を笑顔にで
きないかということで、先日、地域の方々向け
に気球の体験搭乗を開催しました。気球に乗っ
た地域の方々の笑顔をみて、ここにも自分の居
場所ができたかなと嬉しくなりました。 

まだまだ、私の物語は続いていきます。これか
らも数々の試練が待ち受けていると思います。
ただ、このワークショップで自分のある種の
「柱」（信念）が築けたのではないかなと感じて
います。この「柱」を忘れずにいれば、きっとど
んな試練も乗り越えられると信じています。 
最後になりましたが、この度は貴重な機会をい
ただき、本当にありがとうございました。皆様
に成長した姿を見せられるように、まずは、今
自分が対峙する試練に向かいます！ 

堀部智子さん
（岐阜・生活協同組合） 

トモコの物語

私は岐阜県本巣市に住んでいる普通の主婦。新
しいことが大好きで誘われたら大抵どんなと

ころでも顔を出してみる。水道検針やメディカ
ルアロマの啓蒙活動、そして生協の組合員理事

と生協組合員による『くらしたすけあいの会』
での有償ボランティアをしながら日々忙しく
過ごしている。 
有償ボランティアを始めたきっかけは、市のま
ちづくりに関する話し合いに参加させていた
だく機会が増えたこと。そこで介護保険を使う
ほどではないけどちょっと助けて欲しい人が
いるという声を聞き、生協の『くらしたすけあ
いの会』を紹介した。しかし後日「本巣市には活
動会員さんがいないのでお受けできません、っ
て言われました。」と聞き、申し訳ない気持ちに
なった。私自身が会のことをよく知らずに丸投
げしてしまったことを反省し、次からはこんな
ことにならないようにとまずは自分が活動会
員になってみた。 

しばらくして子育てママさん宅のお掃除の依
頼が入った。「掃除、苦手なので…」とお断りし
たが「大丈夫、大丈夫」とおだてられドキドキの
初活動。お祖母ちゃんのお部屋が少し散らかっ
ている以外はとってもきれいなお家で、掃除を
しながら整理整頓のコツを学ぶことができそ
のうえ感謝していただけるという、一粒で何度
も美味しい経験だった。利用者さんとの出会い
やおしゃべりも楽しく、自分にすごく向いてい
るなあと感じながらその後も活動を続けてい
た。 

やがてケアマネージャーさんから依頼をいた
だき、コーディネーターとしての初仕事をする
ことになった。先輩コーディネーターさんに同
行してもらってなんとか新しい一歩を踏み出
した。しかし、元々活動会員のいなかったこの
地域では人材探しが一番の問題。活動を広げた
いけど今の人数でこれ以上依頼が来たらとて
も受けることが出来ない、どうしよう…と大き
な大きな壁が私の前に立ちはだかった。 

そんな時、徳島に住むキリコさんから、以前か
ら計画していたIoT家具が完成したよ、と連絡

があった。早速Zoomでお披露目会。その家具は
キリコさんのお祖母ちゃんが使っていた家具
を、ぬくもりはそのままに現代の技術を融合さ
せたヘルシーチェック機能付きの化粧台だっ
た。その化粧台を作るためにキリコさんは地域
の人たちにたくさん発信をしたそうだ。「私、こ
んなこと考えてるの。何かアイデアないか
な？」するとたくさんの人たちがキリコさんの
周りに集まってきて、今では次なるIoT家具の
作成に取り組むチームが出来ているそうだ。 

その話を聞いて「私もとりあえず動かな
きゃ！」と一念発起。飛騨の森さんが住んでい
るサテライトオフィスを思い出し、母屋で何か
出来るんじゃないかと思った。夫の両親の介護
を覚悟していたが2人とも他界してしまった
今、近所の人が集まる居場所つくりがしたいな
と漠然と思っていたこともあり、古いところを
売りにインテリアを古民家風にしてみた。これ
はいぶきの敏腕デザイナー山本さんの協力な
しでは考えられないことだった。試しにアロマ
クリームの手作り体験付き『くらしたすけあい
の会』のお知らせ会を定期的に開催してみた。
初めは一人、二人とポツポツと訪れるだけだっ
たが、そのうち人が人を呼びお年寄りからこど
もたちまで、たくさんの人が遊びに来てくれる
ようになった。すると「こども連れでもできま
すか？」「私、こんなこと困ってるんだわ。」「後
期高齢者だけどまだまだ元気やよ！」「近所に
困ってる人いるけど話聞いてあげて」「あの子、
そういうこと好きそうやわ」など、たくさんの
声が出てきた。ほどなくわが家が「くらしたす
けあいの会もとす」の事務所も兼ねることにな
りわが町でのたすけあいの輪がどんどん広
がっていった。 

こどもも大人も高齢者も障がいのある方も、み
んながお互いを尊重し助け合える優しい人と
笑顔があふれるわが町、本巣。私の自慢である。

◀2021 年 1月 27 日中日新聞より
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と生協組合員による『くらしたすけあいの会』
での有償ボランティアをしながら日々忙しく
過ごしている。 
有償ボランティアを始めたきっかけは、市のま
ちづくりに関する話し合いに参加させていた
だく機会が増えたこと。そこで介護保険を使う
ほどではないけどちょっと助けて欲しい人が
いるという声を聞き、生協の『くらしたすけあ
いの会』を紹介した。しかし後日「本巣市には活
動会員さんがいないのでお受けできません、っ
て言われました。」と聞き、申し訳ない気持ちに
なった。私自身が会のことをよく知らずに丸投
げしてしまったことを反省し、次からはこんな
ことにならないようにとまずは自分が活動会
員になってみた。 

しばらくして子育てママさん宅のお掃除の依
頼が入った。「掃除、苦手なので…」とお断りし
たが「大丈夫、大丈夫」とおだてられドキドキの
初活動。お祖母ちゃんのお部屋が少し散らかっ
ている以外はとってもきれいなお家で、掃除を
しながら整理整頓のコツを学ぶことができそ
のうえ感謝していただけるという、一粒で何度
も美味しい経験だった。利用者さんとの出会い
やおしゃべりも楽しく、自分にすごく向いてい
るなあと感じながらその後も活動を続けてい
た。 

やがてケアマネージャーさんから依頼をいた
だき、コーディネーターとしての初仕事をする
ことになった。先輩コーディネーターさんに同
行してもらってなんとか新しい一歩を踏み出
した。しかし、元々活動会員のいなかったこの
地域では人材探しが一番の問題。活動を広げた
いけど今の人数でこれ以上依頼が来たらとて
も受けることが出来ない、どうしよう…と大き
な大きな壁が私の前に立ちはだかった。 

そんな時、徳島に住むキリコさんから、以前か
ら計画していたIoT家具が完成したよ、と連絡

があった。早速Zoomでお披露目会。その家具は
キリコさんのお祖母ちゃんが使っていた家具
を、ぬくもりはそのままに現代の技術を融合さ
せたヘルシーチェック機能付きの化粧台だっ
た。その化粧台を作るためにキリコさんは地域
の人たちにたくさん発信をしたそうだ。「私、こ
んなこと考えてるの。何かアイデアないか
な？」するとたくさんの人たちがキリコさんの
周りに集まってきて、今では次なるIoT家具の
作成に取り組むチームが出来ているそうだ。 

その話を聞いて「私もとりあえず動かな
きゃ！」と一念発起。飛騨の森さんが住んでい
るサテライトオフィスを思い出し、母屋で何か
出来るんじゃないかと思った。夫の両親の介護
を覚悟していたが2人とも他界してしまった
今、近所の人が集まる居場所つくりがしたいな
と漠然と思っていたこともあり、古いところを
売りにインテリアを古民家風にしてみた。これ
はいぶきの敏腕デザイナー山本さんの協力な
しでは考えられないことだった。試しにアロマ
クリームの手作り体験付き『くらしたすけあい
の会』のお知らせ会を定期的に開催してみた。
初めは一人、二人とポツポツと訪れるだけだっ
たが、そのうち人が人を呼びお年寄りからこど
もたちまで、たくさんの人が遊びに来てくれる
ようになった。すると「こども連れでもできま
すか？」「私、こんなこと困ってるんだわ。」「後
期高齢者だけどまだまだ元気やよ！」「近所に
困ってる人いるけど話聞いてあげて」「あの子、
そういうこと好きそうやわ」など、たくさんの
声が出てきた。ほどなくわが家が「くらしたす
けあいの会もとす」の事務所も兼ねることにな
りわが町でのたすけあいの輪がどんどん広
がっていった。 

こどもも大人も高齢者も障がいのある方も、み
んながお互いを尊重し助け合える優しい人と
笑顔があふれるわが町、本巣。私の自慢である。



堀部智子さん
（岐阜・生活協同組合） 

トモコの物語

38

2020年12月～未来へ
ワークショップで生まれた物語と今後の展望 7

中川桐子さん
（徳島・地域支援）

移住×○○×福祉から始まる
「温かい対話をするIoT家具」をつくろう　2021年の桐子の物語

出発　2021年　早春。
やっと母屋から切り離した離れにドアがつき、
中に入れるようになった。地元の後輩の大工の
武ちゃんが作業してくれて、チェーン店より安
価に、行き届いた造作ができて、ほっとした。
この場所をみんなが集まれる空き地的空間に
して、いつか桐子の住処になるようにしたいと
考えていた。桐子は昨年の秋、移住×○○×福祉
のオンラインミーティングに参加して、はぐく
んできた物語りに向き合った。そろそろ春の目
覚めのころだ、と、桐子は思った。

越境　2021年　春。
離れに桐子の友人たちを招待して、Iot家具の
プロジェクトについて語り合う会を開催した。
木工の川田君、インテリアのヨッシー、パソコ
ンの家庭教師の理恵ちゃんが来てくれた。
オンラインで、星野社長や松原さん竹内さんが
参加してくれた。
桐子は「移住×○○×福祉」での話から切り出し
た。地方の古民家に眠っている家具や建具を、
新しい技術とデザインで、人と対話するIoT家
具を作るビジネスモデルを作ることで社会課
題のごみ問題や資源問題の軽減や、エシカル消
費への取り組みになると語った。

試練１　話を聞いた川田君が、具体的なイメー
ジがわかなくて、質問攻めにしてきた。彼は生
家が建具など制作する木工所で、のちアイリス
オーヤマの木工の部門を担当し、東京、大連な
どで仕事をし、地元に帰り、フリーランスで仕
事をしている。このプロジェクトに必要な人だ
と思ったが、なかなか伝わらない。ある意味、尤
もだが、身近で一番理解してくれそうな人を選
んだから、きっと突破口はあると思った。

試練２　ヨッシーは、感性豊かで、インターミ
ディエイターの説明会も参加したことがある
ので、川田君ほどツッコミは入れてこないが、
僕は何をしたらよいのだろう？と、桐子に問い
かけた。何をするのかを、考えながら、どんなこ
とができるのかをアイデアを膨らませたいと
伝えたが、話が続かなかった。

秘法の取得　そこまで話を聞いていた松原さ
んは、最初にIoT家具の物語りを作ってくだ
さったポイントを岐阜のお話と絡めて語って
くださった。そして星野社長が、最新の技術の
ことや、新しいビジネスモデルのことを例に出
し、阿南高専のことを語ってくださった。
川田君は、星野社長や松原さんと対話をしなが
ら、自分の中に何か一つのイメージを作りかけ
ているのがわかった。ヨッシーはその話をにこ
にこ聞きながら、前に会ったことのある竹内さ
んに高専のことなどを聞いている。
チャーターメンバーは、考え方が似通っている
人たちから始めるべきだと思っているが、最初
の調整は複数のインターミディエイターの方
たちがいるとスムーズに進むと実感した。
スタートラインに立てたような気がした。

帰還　　オンラインミーティングの後、桐子は
「障子紙張り替えワークショップ」や「流木磨き
ワークショップ」「掛け軸張替えワークショッ
プ」など無茶苦茶な提案をして、彼らを困らせ
たが、「自分もしくは未来の自分にあればいい
な機能付き家具」について課題を共有して解散
した。
次回はいぶきの北川さんとオンラインでお話
会をして、結び目を増やしたいと思った。



戸上瑞紀さん
（三重・障害者支援） 

物語
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障害者就労継続支援Ｂ型事業所コムスイーツ
工房奏に父親と一緒に見学の方がみえた。40
歳女性。俯き加減な彼女。父親は娘の方に目を
向けながら話す。高校卒業後20年間引きこも
りだったらしい。母親は他界。社会経験が乏し
いので、自分で生活できる力をつけてほしい。

彼女は初めて工房に出勤した日に「私今日から
社会人になります」とうれしそうに言った。
彼女にとって、奏での活動は初めての社会の
場。緊張している様子がうかがえた。
休憩してきてくださいとお伝えした後「休憩は
どうすればよいのですか？」と聞いてきた。草
引きをすると、「こんなことは初めて」と言っ
た。バスでの通勤も、職場での仕事も、お昼休み
後のお茶の時間も、納品も販売も…彼女にとっ
て初めてのことばかり。

スノーボールクッキー作りが得意。きれいな丸
にするのが難しい。ゆっくり丁寧にてのひらで
丸めていく。手を開くとつるつるつやつやの丸
いクッキーが現れた。自慢げに見えた。
日に日にできることが増えていく。新しいこと
に触れていく毎日はどんなだろうと想像した。
初めてのワクワクを楽しみながらどんどん新
しい経験をしてほしいと思った。

時には私にはできませんということもあった。
ぶつぶつ文句を言いながらの作業もあった。そ
んな時は周りの仲間が自然に、あまりにも自然
に、励ましていた。ふと気付くとぶつぶつ言わ
なくなっていたり、できるようになっていたり
した。

月に一度のコムスイーツデイ。自分の作ったお
菓子が売れていく。自分の手で自分の作ったお
菓子を両手を添えてお客様に渡す。
「ありがとう」
「ありがとうございました」
表情の乏しかった彼女が笑っている。

お菓子たちは工房から外に飛び出す機会や勇
気をくれる。
そんな機会をたくさん作っていきたい。
障がいがあってもなくても自分としているこ
とのできる場所を感じてほしい。

他人のことを思いやることが苦手な人もいる。
周りのことばかり気にしてしまう人もいる。気
を遣いすぎて自分が疲れてしまう人もいる。
まずは小さな守られた環境の中で、人との関わ
り方に少しずつ慣れていくことができればい
いと思っている。失敗しても、どうして私はこ
うなるんでしょうと悩んでいる人も、わかって
いてもできない人も。
誰もがいろいろなことを抱えて生きている。何
もない人なんていないんだよ。
誰もがどこかで誰かの、何かの役にたっている
んだよ。
そんなメッセージを抱えて接している。

今日はどんな一日が待っているのかな。
お菓子作りを通じて生まれる出会いやつなが
りを大切に、みんなの心の動きにおおらかに寄
り添っていきたい。



ぜひぜひ。 「関係の網の目」といえば、最後のワークショップ
での、お互いの物語を重ね合わせるセッションのグループづ
くりも、いろいろ考えましたね。 
北川さんと松原さんと平田の３名で、参加者が書き上げてく
ださった物語や、その方のお住まいやお仕事なども考慮して
決めました。

基本的に「この人とこの人」という結び目をまず考えました
よね。掛け合うことで面白くなったり、対話することでお互
いがエンパワリングできるような、そんな組み合わせにした
いという思いでグループを考えました。

ワークショップの最終回から少し時間が経ちましたが、その
後、参加者から何か新しい動きはありましたか？

まず、今回と同じようなワークショップをやりたいという話
がありました。 
また、「福祉×若者」という切り口で、福祉を起点とし業種など
の事業を超えた事業づくりに取り組まれようとする方も出
てきています。他にも「この人と一緒に取り組みたい」と物語
で書いたことが実現し、実際にお話をされたりと、新たな「関
係の網の目」が各地で結ばれているという話を、あちこちで
聞いています。

物語は未来の構想を描くためのものですから、参加してくだ
さった方が、未来にむけて実際に動き出されていると聞け
て、とても嬉しいです。これからもみなさんの物語や場づく
りを応援したいと思います！

このワークショップは、つくりあげた物語が県の移住事業と
してプロジェクト化していくことを想定してもともと始め
ていますが、県の事業という枠組みにとらわれず、このワー
クショップが未来の事業化のきっかけとなれば嬉しいです。 
今回のワークショップ自体は一区切りですが、「福祉×○○×
移住」プロジェクトはこれからも続きます。
ご関心をもたれましたらぜひお気軽にご連絡ください。これ
からもみなさんとご一緒できることを楽しみにしています。

ワークショップおつかれさまでした。楽しかったですね。 北
川さんは2018年から「福祉×移住」の事業を続けてきていま
すが、今年のワークショップにかける想いにはどのようなも
のがありましたか？ 

以前の事業では、「福祉」という枠から出てこなかったという
葛藤がありました。 ですから今回は、「関係の網の目」を福祉
以外の方とも結びたいという気持ちがとても強かったです。
福祉の枠を越えるとは、まさに「越境」ですね。 

過去の事業でも、北川さんにお声掛けいただきご一緒しまし
たが、今回のワークショップを終えた今から振り返ると、参
加する方との対話が少なく、参加者のバックグラウンドや参
加動機がつかみにくい印象がありました。 
その点、今回のオンライン形式のワークショップでは、開始
前に声をかけたり、毎回チャットで感想を交わすなど、参加
型・対話型の構成に工夫したこともあり、みなさんの表情や
課題意識なども感じながら進められたのもよかったですね。

回を重ねるごとにみなさんの表情もやわらかくなっていき
ましたよね。 
ワークショップの最終回で柴原さんが「これからはこのスタ
イルが移住事業のメインストリームになるのでは」とおっ
しゃってくださいましたが、やはり平田さんが対話的に場の
進行を引き受けてくだっている安心感が大きかったです。 
みなさんが書き上げた物語について、物語のフレームワーク
に重ね合わせつつ、新たな可能性を平田さんが引き出してい
く。このワークショップのあり方そのものが、参加者がご自
身や地域の課題解決のために異質の世界へ「越境」していく
物語のようであり、ワークショップ中も、それまで想像もで
きなかった「関係の網の目」が次々に結ばれていきましたね。

このような形で北川さんとご一緒するのは初めてでしたが、
このスタイルに可能性を感じましたし、一対一で対話できる
今回のような場であれば、それぞれの「関係の網の目」を結び
ながら進行していけるという確信ももてました。

平田さんとのこのスタイルはぜひこれからも続けましょう。

ワークショップの終わりから、新たな物語の始まりへ
（あとがきに代えて）

2021 年 1月下旬、北川さんと平田さんでワークショップについて振り返りました。 

北川： 

北川： 

北川： 

平田： 

平田： 

北川： 

北川： 

北川： 

平田： 平田： 

平田： 

平田： 
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